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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Servicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

Cisco Bug Search Tool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ
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イスにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、また

は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。
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第 1 章

概要

•概要（1ページ）
• HyperFlexシステムでサポートされているリリース（2ページ）
• HyperFlex Systemsサポートされないリリース（4ページ）
•制限事項（13ページ）
• Intersightでの HyperFlexクラスタポリシー（14ページ）
• HyperFlexサーバーのパーソナリティ（16ページ）

概要
Cisco Intersightには、HyperFlex Edge, FI-attached、およびファブリックインターコネクトなし

の HyperFlex Datacenterなどの Cisco HyperFlex Edgeと HyperFlexクラスタをインストール、構
成、展開するためのインストールウィザードが用意されています。このウィザードでは、

HyperFlexクラスタプロファイルと呼ばれるクラスタの事前構成定義を作成します。この定義
は、HyperFlexクラスタ内の HyperFlexノードの論理的表現です。以下が含まれます。

•セキュリティ：HyperFlexクラスタのクレデンシャル（コントローラ VMパスワード、ハ
イパーバイザのユーザー名とパスワードなど）。

•設定：サーバの要件、ファームウェアなど。

•接続性：アップストリームネットワーク、仮想ネットワークなど。

HyperFlexクラスタのプロファイルは、ノード ID、インターフェイス、ネットワーク接続など
の一連のルールと動作特性を管理者が定義したポリシーに基づいて構築されます。HyperFlex
クラスタ内のすべてのアクティブノードは、HyperFlexクラスタプロファイルに関連付けられ
ている必要があります。

HyperFlexクラスタプロファイルを構築するためのノード構成設定が収集されると、インス
トールウィザードによって検証され、HyperFlexクラスタに HyperFlexクラスタプロファイル
が展開されます。正常に展開されたHyperFlexクラスタプロファイルを複製し、それをベース
に新しいクラスタを作成できます。HyperFlexクラスタプロファイルのクローンを作成する手
順については、「HyperFlexクラスタプロファイルのクローン処理」を参照してください。
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HyperFlexシステムでサポートされているリリース
Intersightは、HyperFlexインストール用に次のHyperFlex Data Platformバージョンをサポートし
ています。

• 5.0(2c)、5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

• HXDPバージョン 4.5(2a)、4.5(2b)、および 5.0(1b)は引き続きクラスタ拡張のみをサポー
トします。

• HXDP 4.0.2xからのアップグレードは、ESXiバージョンが 4.5(2x)と互換性がある場合サ
ポートされます。

（注）

参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

HyperFlexファブリッ
クインターコネクト

クラスタ展開にサポー

トされているモデル/
バージョン

HyperFlex Edgeクラス
タの展開でサポートさ

れているモデル/バー
ジョン

ファブリックインター

コネクトクラスタなし

の HyperFlexデータセ
ンター

バグ修正されたメンテ

ナンスリリース

なし5.0(2c)
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参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

HyperFlexファブリッ
クインターコネクト

クラスタ展開にサポー

トされているモデル/
バージョン

HyperFlex Edgeクラス
タの展開でサポートさ

れているモデル/バー
ジョン

ファブリックインター

コネクトクラスタなし

の HyperFlexデータセ
ンター

データセンターおよび

DC-no-FIクラスタ用の
B200 M6コンピュー
ティングノードによる

クラスタ拡張のサポー

ト

B200 M6コンピュー
ティングノードのサ

ポート

5.0 (2b)

HyperFlexファブリッ
クインターコネクト

クラスタ展開にサポー

トされているモデル/
バージョン

HyperFlex Edgeクラス
タの展開でサポートさ

れているモデル/バー
ジョン

ファブリックインター

コネクトクラスタなし

の HyperFlexデータセ
ンター

HyperFlexクラスタの
展開およびアップグ

レードにおいて、
HyperFlex Data Platform
4.0(2e)のサポートが追
加されました。

HyperFlex Data Platform
4.5(2e)

4.5(2e)

HyperFlexファブリッ
クインターコネクト

クラスタ展開にサポー

トされているモデル/
バージョン

HyperFlex
HX245C/225C M6サー
バーノードのサポート

が追加されました。

HyperFlex
HX245C/225C M6オー
ルフラッシュ/ハイブ
リッドサーバーノード

5.0(2a)

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
3

概要

HyperFlexシステムでサポートされているリリース

https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_edge_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_datacenter_no_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#supported_models/versions_for_hyperflex_fabric_interconnect_cluster_deployment


参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

HyperFlexファブリッ
クインターコネクト

クラスタ展開にサポー

トされているモデル/
バージョン

ファブリックインター

コネクトクラスタなし

の HyperFlexデータセ
ンター

HyperFlexクラスタの
展開およびアップグ

レードにおいて、
HyperFlex Data Platform
4.5(2d)のサポートが追
加されました。

オールフラッシュモ

デル、すべてのNVMe
ハードウェアモデル、

および DC-No-FI
HyperFlexクラスタを
使用した 40/100 GE
ネットワーキングの

NVMeキャッシュのサ
ポートが追加されまし

た。

HyperFlex Data Platform
4.5(2d)

4.5(2d)

HyperFlexクラスタの
展開およびアップグ

レードにおいて、
HyperFlex Data Platform
5.0(1c)のサポートが追
加されました。

HyperFlex Data Platform
5.0(1c)

5.0 (1c)

サポートされるシステ

ム

VMware ESXi 7.0 U3
バージョンのサポート

が追加されました。

VMware ESXi 7.0 U3の
サポート

4.5(2c)

HyperFlex Systemsサポートされないリリース

HyperFlexクラスタの展開およびアップグレードは、次のHyperFlex Data Platformリリースの
Intersightではサポートされなくなりました。

• 5.0(1a)、5.0(1b)

• 4.5(2a)、4.5(2b)

• 4.5(1a)

• 4.0(2a)

• 4.0(1a)、4.0(1b)、4.0(2d)

注目
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HXDPバージョン 4.5(2a)、4.5(2b)、および 5.0(1b)は、引き続きクラスタ拡張のみでサポート
されます。

（注）

HyperFlex Data Platformリリース機能マトリックス [サポートされていないリリース]

参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

HyperFlexソフトウェ
ア暗号化

HyperFlexソフトウェ
ア暗号化機能は、ファ

イルレベルのエンド

ツーエンドのデータ暗

号化を提供し、スト

レージメディアが盗難

に遭った場合でも、保

存データの機密性を保

障します。Intersight
は、キー管理のオー

バーヘッドを排除する

ことでセキュリティと

シンプルさの両方を向

上させる Intersight Key
Managerを使用して、
キーをネイティブに管

理します。

HyperFlexソフトウェ
ア暗号化

5.0(1b)
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参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

サポートされるモデル

は、Cisco UCS 220c M6
および Cisco UCS 240c
M6 HyperFlexノードで
す。Intersightを使用し
て、HyperFlexシリー
ズM6サーバーおよび
BOM準拠の UCS Cシ
リーズM6サーバーに
HyperFlexコンバージ
ドノードをインストー

ルし、アップグレード

できます。

Cisco UCS/HyperFlex
M6ノードのサポート

5.0(1a)

Cisco HyperFlexクラス
タの展開

HyperFlexシリーズM6
サーバーと BOM準拠
のUCS CシリーズM6
サーバーを使用して、

HyperFlexクラスタを
展開できます。

HyperFlexのインス
トールは、HyperFlex
ノードとして製造され

た Cisco UCS Cシリー
ズノードに限定されな

くなりました。

HyperFlexクラスタの
展開

HyperFlexサーバーの
パーソナリティ

HyperFlexサーバーの
パーソナリティ
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参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

HyperFlexサーバー
パーソナリティを使用

すると、BOM準拠の
CシリーズM6サー
バーを使用して

HyperFlexクラスタを
展開できます。

HyperFlexシリーズM6
サーバーには、

HyperFlexサーバー
パーソナリティが設定

されています。展開さ

れた HyperFlexクラス
タ内の BOM準拠の
UCS CシリーズM6
サーバーにも、

HyperFlexサーバー
パーソナリティが設定

されます。

Cisco HyperFlexクラス
タの N:1レプリケー
ション

Intersightを使用した
HyperFlex Edgeクラス
タのバックアップと復

元（Backup and
Restore）
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HyperFlex Systemsサポートされないリリース

https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters


参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

•異なる保持カウン
トを構成するため

の機能が送信元ク

ラスタとターゲッ

トクラスタに追

加されました。

• HyperFlexファブ
リックインター

コネクトクラス

タを送信元クラス

タとして使用する

機能が追加されま

した。

•バックアップ
ダッシュボードの

機能強化により、

失敗したスナップ

ショットとレプリ

ケーションのエ

ラーレポート、

ドリルダウンオ

プション、過去

24時間の失敗し
たバックアップと

復元の統合ビュー

が含まれます。

セキュアブートはデ

フォルトで有効になっ

ています。

セキュアブート

シスコのサポート終了

アドバイザリ

Cisco Intersightは、影
響を受けるデバイスの

リストでサポートされ

なくなった Cisco
Hyperlex Data Platform
ソフトウェアリリース

のサポート終了日およ

びサポート終了日につ

いてユーザーに警告し

ます。

HyperFlex Data Platform
ソフトウェアリリース

のサポート終了勧告

4.5(2b)

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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概要

HyperFlex Systemsサポートされないリリース

https://intersight.com/help/saas/resources/cisco_end_of_life_advisories
https://intersight.com/help/saas/resources/cisco_end_of_life_advisories


参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

HyperFlexクラスタの
正常性チェック

HyperFlexクラスタで事
前定義された正常性

チェックを実行し、

HyperFlexクラスタの正
常性に関する詳細を表

示します。

HyperFlexクラスタの
正常性チェック

4.5(2a)

Cisco HyperFlexクラス
タの N:1レプリケー
ション

HyperFlex Edgeクラス
タが仮想マシンのス

ナップショットを作成

し、Intersightを使用し
て復元する機能を提供

します。

Intersightを使用した
HyperFlex Edgeクラス
タのバックアップと復

元

Cisco HyperFlexクラス
タの N:1レプリケー
ション

HyperFlex Edgeクラス
タが仮想マシンのス

ナップショットを作成

し、Intersightを使用し
て復元する機能を提供

します。

Intersightを使用した
HyperFlex Edgeクラス
タのバックアップと復

元

4.5(1a)

HyperFlexクラスタの
正常性チェック

HyperFlexクラスタで事
前定義された正常性

チェックを実行し、

HyperFlexクラスタの正
常性に関する詳細を表

示します。

HyperFlexクラスタの
正常性チェック

Cisco Intersightでの
Cisco HyperFlexシステ
ムのアップグレード

HyperFlexクラスタを
アップグレードする機

能を提供します。

HyperFlexクラスタの
アップグレード

Cisco Intersightを使用
した Cisco HyperFlex
Edgeシステムのアップ
グレード

VMware ESXiと
HyperFlex Data Platform
の組み合わせアップグ

レード。

HyperFlex Edgeクラス
タのアップグレード

4.0(2a)

Cisco HyperFlexクラス
タの展開

HyperFlex Edgeの
25GEネットワーキン
グトポロジのサポー

ト。

HyperFlexクラスタの
展開

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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概要

HyperFlex Systemsサポートされないリリース

https://intersight.com/help/saas/resources#health_check_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#health_check_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#n:1_replication_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#health_check_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#health_check_for_cisco_hyperflex_clusters
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_cluster_management
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_cluster_management


参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

Cisco HyperFlexクラス
タの展開

HyperFlex Data Platform
リリース 4.0（2b）以
降では、[要求
（Requests）]ページ
と [HyperFlexクラス
タプロファイルの結果

（HyperFlex Cluster
Profile Results）]ペー
ジの両方で、HyperFlex
クラスタプロファイル

の展開の進行状況と履

歴を表示できます。

[要求
（Requests）]
ページで進

行状況を表

示する機能

は、
HyperFlex
Data Platform
4.0（2a）お
よび 3.5
（x）では使
用できませ

ん。

（注）

HyperFlexクラスタの
展開

4.0(1b)

Cisco Intersightを使用
した Cisco HyperFlex
Edgeシステムのアップ
グレード

HyperFlex Edgeクラス
タのアップグレード

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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概要

HyperFlex Systemsサポートされないリリース

https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_cluster_management
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_cluster_management
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight
https://intersight.com/help/saas/resources#upgrade_cisco_hyperflex_systems_in_cisco_intersight


参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

Intersightを使用してイ
ンストールされた

HyperFlex Edgeクラス
タの HyperFlex Data
Platformをマルチサイ
トでリモートからアッ

プグレードできるよう

になりました。

Hyperflex
Data
Platform
4.0(1a)よ
り前の

バージョ

ンの Edge
クラスタ

をアップ

グレード

するに

は、
HyperFlex
Connectを
使用しま

す。

（注）

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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概要

HyperFlex Systemsサポートされないリリース



参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

Hyper-Vでの
HyperFlexのアラーム
と正常性ステータスの

サポートが追加されま

した

アラームと正常性ス

テータス

4.0(1a)

Cisco HyperFlexクラス
タの展開

包括的なライフサイク

ル管理で、リモートク

ラウドベースのインス

トールや、HyperFlex
Edgeクラスタの非表示
監視を 1GEおよび
10GEネットワーキン
グトポロジオプショ

ンで提供します。この

リリースでは、2ノー
ドエッジクラスタに

サポートを拡張して、

小規模なフットプリン

トと 4ノードエッジ
クラスタを必要とする

環境で HyperFlexを実
行し、HyperFlex Edge
クラスタのスケーリン

グを可能にします。

HyperFlexクラスタの
展開

Cisco HyperFlex Edge
の非表示クラウド監視

Cisco HyperFlex Edge
の非表示クラウド監視

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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概要

HyperFlex Systemsサポートされないリリース

https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_cluster_management
https://intersight.com/help/saas/features/hyperflex/configure#hyperflex_cluster_management
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-series/whitepaper-c11-741999.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-series/whitepaper-c11-741999.pdf


参考資料説明特長HyperFlex Data Platform
リリース

非表示のクラウド監視

アーキテクチャでは、

クラスタ化されたファ

イルシステムでノード

損失時にデータの一貫

性を確保するために、

第 3サイトでの監視
VM、継続的なパッチ
およびメンテナンス、

または追加インフラス

トラクチャの必要性を

排除する新しい展開方

法が使用されます。2
ノードエッジクラス

タでは、ノード障害が

発生した場合にデータ

の一貫性を維持するた

め、媒体機能として

Intersightが機能して
クォーラムを形成しま

す。この機能を使用す

るため、ポートおよび

ファイアウォールルー

ルに関する基本的な

Intersight要件を使用で
きます。

制限事項
次のリストは、Intersightを介してクラスターインストールを実行する際の制限の概要を示し
ています。

• Intersightクラスターのインストールは、ストレッチクラスターではサポートされていま
せん。

• Intersightクラスターのインストールは、Hyper-Vクラスターではサポートされていませ
ん。

• 10G+ NICベースのクラスタ展開は、HXエッジおよび DC-No-FIクラスタの HXDPバー
ジョン 5.0(2a)以降でサポートされています。

• NICベースのクラスタ展開は、VMware ESXiバージョン 7.0 U3以降でサポートされてい
ます。

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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概要

制限事項



• NICベースのクラスタ展開は、HX Edgeおよび DC-No-FIクラスタのM6プラットフォー
ムでのみサポートされています。

•同じクラスタ内での NICベースのノードと VICベースのノードの混在はサポートされて
いません。

Intersightでの HyperFlexクラスタポリシー
[構成（CONFIGURE）] > [ポリシー（Policies）] > [ポリシーの作成（Create Policy）] >
[HyperFlexクラスタ（HyperFlex Cluster）]に移動します。Cisco Intersightの HyperFlexポリ
シーは、自動サポート、外部ストレージ（FCや iSCSIなど）、セキュリティ、ネットワーク
構成などのさまざまな構成を提供します。一度設定したポリシーは、任意の数のサーバーに割

り当てることで基準構成を設定できます。HyperFlexのすべてのポリシーは、次に記載されて
いる場合を除き、HyperFlex Edgeおよび HyperFlexとファブリックインターコネクトで共有で
きます。

• [自動サポートポリシー（Auto Support Policy）]：自動サポートは、Intersight内のHyperFlex
データプラットフォームを介して提供されるアラート通知サービスです。有効にすると、

指定した電子メールアドレスまたは電子メールエイリアスに通知が送信されます。通常、

自動サポートは、HyperFlexストレージクラスタの作成時に、SMTPメールサーバーを設定
し、電子メール受信者を追加することによって設定されます。

• [バックアップ構成ポリシー（Backup Configuration Policy）] —バックアップポリシー
は、保護対象の Edgeクラスタデータストア、バックアップ間隔、スナップショット保持
値、およびバックアップターゲットクラスタで構成されます。保護されたEdgeクラスタ
データストアに存在するすべての仮想マシンは、バックアップポリシーによって自動的に

保護されます。これには、保護されたデータストアに作成されたVMと、保護されたデー
タストアに移行された VMが含まれます。

• [DNS、NTP、およびタイムゾーンポリシー（DNS, NTP, and Timezone Policy）]：すべての
サーバ上でDNS、NTP、およびタイムゾーンを構成します。DNSサーバとNTPサーバは、
HyperFlexストレージクラスタの外側に配置する必要があります。現時点では、信頼性の高
いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバを使用してください。

• [外部 FCストレージポリシー（External FC Storage Policy）]：外部 FCストレージを使用
できるようにし、WWxN名および関連付けられている VSANの詳細を構成します。この
ポリシーは HyperFlex Edgeクラスタには適用されません。

• [外部 iSCSIストレージポリシー（External iSCSI Storage Policy）]：外部 iSCSIストレージ
を使用できるようにし、関連付けられている VLANの詳細を構成します。このポリシー
は HyperFlex Edgeクラスタには適用されません。

• [HTTPプロキシ（HTTP Proxy）]－HyperFlex インストールプロセスとHyperFlexストレー
ジコントローラ VMによって使用される HTTPプロキシ設定を指定します。このポリシー
は、CIMCおよびHyperflexストレージコントローラVMを含むサーバのインターネットアク
セスがHTTPプロキシによって保護されている場合に必要です。

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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Intersightでの HyperFlexクラスタポリシー



• [ネットワーク設定ポリシー（Network Configuration Policy）]:ファブリックインターコ
ネクトの管理ネットワークのVLAN、KVM、およびMACプレフィックスを設定します。
および Edgeクラスタの管理ネットワーク用のアップリンク速度、VLAN、およびジャン
ボフレームがあります。VLANは Intersightにアクセスできる必要があります。このポリ
シーは HyperFlex Edgeおよび HyperFlexとファブリックインターコネクトクラスタで共
有できません。

• [ノード IP範囲ポリシー（Node IP Ranges Policy）] —ハイパーバイザーとコントローラ
VMの管理 IP範囲を構成します。データ IPは、169.254.x.2から 169.254.239.254の範囲の
/24サブネットに自動的に割り当てられます。

• [レプリケーションネットワーク構成ポリシー（Replication Network Configuration Policy）]
—レプリケーションネットワークポリシーは、レプリケーション VLAN、ゲートウェ
イ、サブネットマスク、帯域幅、MTU、およびレプリケーション IPアドレス範囲パラ
メータで構成されます。レプリケーションネットワークポリシーは、N:1レプリケーショ
ンを使用するように構成された各 Edgeクラスタに固有です。

•セキュリティポリシー：HyperFlexクラスタの ESXiとコントローラ VMのパスワードを
構成します。このポリシーは、Hypervisorで Hypervisorのパスワードをまだ変更していな
い場合は、Hypervisorのパスワードを更新するオプションを提供します。

• [ストレージ構成ポリシー（Storage Configuration Policy）]：VDI最適化のオプションを構
成します（ハイブリッドHyperFlexシステムの場合）。ファブリックインターコネクトお
よび DC-No-FIを備えた HyperFlexの場合、このポリシーは、クラスタ導入ワークフロー
の一部として論理可用性ゾーンを有効にするオプションを提供します。論理可用性ゾーン

は、HyperFlex Edgeクラスタではサポートされていません。

論理可用性ゾーンは、複数の論理ゾーンへの物理クラスタの自動

パーティションです。ノードとコンポーネントの障害を大型のク

ラスタ上で複数発生させないようにし、クラスタの復元力を向上

させるために作成されました。HyperFlexデータプラットフォー
ムでは、すべてのゾーンにデータのコピーをインテリジェントに

配置します。1つのゾーンにノード障害がある場合、他のゾーン
にデータの複製が含まれているため、クラスタ全体の障害が引き

起こされることはありません。論理可用性ゾーンは、対象ノード

が 8つ以上のクラスタでのみ有効になります。

ストレージ構成ポリシーのLAZオプションは、8ノードを超える
クラスタに推奨されます。

（注）

• [vCenterポリシー（vCenter Policy）]：HyperFlexクラスタのインストール時のオプション
のポリシー。ただし、インストール後に、クラスタをvCenterに登録してクラスタが円滑に
機能するようにする必要があります。このポリシーは HyperFlexクラスタをインストール
するためのオプションです。

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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• DC-No-FIポリシー：ファブリックインターコネクトを使用しないCisco HyperFlexデータ
センター (DC-No-FI)は、コンバージドノードを Ciscoファブリックインターコネクトに
接続する必要なく、データセンターの展開にハイパーコンバージェンスのシンプルさをも

たらします。

HyperFlexサーバーのパーソナリティ
HyperFlexシリーズM6サーバーには、HyperFlexサーバーパーソナリティが設定されていま
す。展開された HyperFlexクラスタ内の BOM準拠の UCS CシリーズM6サーバーにも、
HyperFlexサーバーパーソナリティが設定されます。[操作（OPERATE）] > [サーバー
（Servers）]に移動し、サーバーテーブルビューでサーバーを選択します。[全般（General）]
タブで、サーバーのパーソナリティの詳細を表示できます。サーバーのパーソナリティは、

ディスクタイプ、ノードロール、SED機能などの情報を含むようにクラスタの展開中に設定
されます。HyperFlexサーバーのサーバーパーソナリティには、次の値を指定できます。

•コンピューティングノード

•コンバージドノード

クラスターの展開中に、[ノードタイプ（Node Type）]列で、サーバーパーソナリティに基づ
いたノードロールを表示できます。HyperFlexコンピュートサーバーまたはパーソナリティを
持たないノードを選択する場合は、クラスタ展開を成功させるために必要なハードウェアが

サーバーで使用可能であることを確認する必要があります。Cisco Intersightでサポートされる
製品識別規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデータシートを参照してくだ
さい。

ノードを選択し、省略記号（…）アイコンをクリックして、ノードのパーソナリティを [コン
ピュート（Compute）]から [コンバージド（Converged）]に、または [コンバージド
（Converged）から [コンピュート（Compute）]に変更します。

コンピューティングノードまたはコンバージドノードのいずれかのパーソナリティを持つ

HyperFlexノードとして構成されたサーバーは、Intersightから工場出荷時のデフォルトの非パー
ソナリティモードにリセットできません。Cisco IMCまたは UCS Manager APIを使用して、
サーバーを [パーソナリティなし（No Personality）]状態にリセットします。

• Cisco IMCを使用してサーバーパーソナリティをリセットする方法については、Cisco UCS
C-Series Servers Integrated Management Controller CLI Configuration Guideを参照してくださ
い。

• GetPersonality UCSM APIを使用してサーバーのパーソナリティをリセットする方法につい
ては、Cisco UCS Manager XML API Programmer's Guideを参照してください。

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
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HyperFlexサーバーのパーソナリティ

https://www.cisco.com/c/en/us/products/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-series/datasheet-listing.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-integrated-management-controller/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-integrated-management-controller/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/sw/api/UCSM_API_Guide.html


第 2 章

HyperFlex Edgeクラスタの展開

•インストレーションの概要（17ページ）
• HyperFlex Edgeのインストール前チェックリスト（18ページ）
• HyperFlex Edgeクラスタの展開でサポートされているモデル/バージョン（18ページ）
•インストール（20ページ）
•インストール後（33ページ）

インストレーションの概要
次の表に、Cisco HyperFlex Edgeのインストールワークフローの概要を示します。

参考資料説明ステップ

Cisco HyperFlex Edgeのインス
トール前チェックリスト

インストール前のチェックリ

ストに記入します。

1.

ネットワークが設定されてい

ることを確認します。

2.

Cisco Intersightにログイン
（20ページ）

Cisco Intersightにログインしま
す。

3.

ターゲットの要求（20ペー
ジ）

ターゲットを要求します。

HyperFlexノード
をすでに登録して

いる場合は省略し

ます。

（注）

4.

HyperFlex Edgeのファームウェ
アバージョンの確認（21ペー
ジ）

Cisco UCSのファームウェア
バージョンを確認します。

5.
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参考資料説明ステップ

HyperFlex Edgeクラスタの構
成（22ページ）

HyperFlexクラスタプロファイ
ルウィザードを実行します。

6.

インストール後のタスク（33
ページ）

コントローラ VMを介してイ
ンストール後のスクリプトを

実行します。

7.

HyperFlex Edgeのインストール前チェックリスト
Cisco HyperFlex Edgeシステムのインストールを開始する前に、お使いのシステムが次のイン
ストール・構成要件を満たしていることを確認してください。インストール前の要件の詳細に

ついては、「Cisco HyperFlex Edgeのインストール前のチェックリスト」を参照してください。

HyperFlex Edgeクラスタの展開でサポートされているモ
デル/バージョン

次の表に、HyperFlex Edgeクラスタの展開でサポートされているハードウェアプラットフォー
ムとソフトウェアバージョンのリストを示します。Cisco Intersightでサポートされる製品識別
規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデータシートを参照してください。

モデル/バージョンコンポーネント

• HXAF-E-225M6S

• HX-E-225M6S

• HXAF-E-245-M6SX

• HX-E-245-M6SX

• HX-E-240-M6SX

• HXAF-E-240-M6SX

• HX-E-220-M6S

• HXAF-E-220-M6S

M6サーバー
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モデル/バージョンコンポーネント

• HX240C-M5SD

• HX240C-M5SD

• HX220C-M4S

• HXAF220C-M4S

• HX220C-M5SX

• HXAF220C-M5SX

M4、M5サーバ

• 5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

• 4.0(2f)、4.0(2e)

（注） • HXDPバージョン 4.5(2a)、
4.5(2b)、および 5.0(1b)は引き
続きクラスタ拡張のみをサ

ポートします。

• M6サーバーには、HXDP
5.0(1a)以降が必要です。

Cisco HXデータプラットフォーム（HXDP）

次のいずれかになります。

•専用管理ポート。

• Shared LOM

NICモード

Cisco Intersightによる自動アップグレード）デバイスコネクタ

1GEおよび 10G+ネットワークトポロジ

タイプ：

• VICベース

• NICベース（10G+ NICベースのクラスタ
には HXDPバージョン 5.0(2a)以降が必
要）

接続タイプ（Connectivity Type）
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インストール

Cisco Intersightにログイン

Cisco IDを使用したログイン

Cisco Intersightにログインするには、Cisco Intersightアカウントを作成するには有効なCisco ID
が必要です。シスコ IDをお持ちでない場合はこちらから作成してください。

デバイスコネクタで必須となるログインクレデンシャルのフォーマットはなく、入力したク

レデンシャルがそのまま構成済みHTTPプロキシサーバに渡されます。ユーザー名をドメイン
名で限定する必要があるかどうかは、HTTPプロキシサーバの構成によって異なります。

重要

シングルサインオンを使用したログイン

シングルサインオン（SSO）認証では複数のアプリケーションへのログインに1つのクレデン
シャルセットを使用できます。SSO認証では、Cisco IDの代わりに企業のクレデンシャルを使
用して Intersightにログインできます。IntersightはSAML 2.0を介してSSOをサポートし、サー
ビスプロバイダー（SP）として機能して、SSO認証のために IDプロバイダー（IdP）と統合
できます。Cisco IDと SSOを使用して Intersightにサインインするようにアカウントを構成で
きます。Intersightでの SSOの詳細については、こちらを参照してください。

ターゲットの要求

次の手順により、Cisco Intersightによって管理される 1つ以上のターゲットを登録します。

始める前に

この手順は、シスコアカウントを持つ既存のユーザを対象としています。使用可能ではない場

合は、Cisco Intersightにログイン（20ページ）を参照してください。

ステップ 1 Cisco Intersightの左側のナビゲーションウィンドウで、[管理（ADMIN）] > [ターゲット（Targets)]を選択
します。

ステップ 2 [ターゲット（Targets）]詳細ページで、[新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]ウィザードで、[ハイパーコンバージド
（Hyperconverged）] > [Cisco HyperFlexクラスタ（Cisco HyperFlex Cluster）]を選択し、次のフィールド
に入力します。
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[Device ID (デバイス ID)]と [Claim Code (クレームコード)]の情報は、次の場所で確認できま
す。

1. [Admin (管理)] > [Device Connector (デバイスコネクタ)]を選択して、Cisco IMCの情報を
確認します。

2. [HyperFlexコネクト UI（HyperFlex Connect UI）] > [設定（Settings）] > [デバイスコネク
タ（Device Connector）]を選択して、Cisco HyperFlexの情報を確認します。

（注）

基本的な情報UI要素

該当するデバイス IDを入力します。

• Cisco UCS Cシリーズスタンドアロンサーバの
場合は、シリアル番号を使用します。

例：NGTR12345

• HyperFlexの場合は、クラスタ UUIDを使用し
ます。

例：xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx.

デバイス ID

ターゲット要求コードを入力します。このコード

は、該当するターゲットタイプのデバイスコネク

タで確認できます。

登録コードを収集する前に、デバイス

コネクタからCisco Intersightへのアウト
バウンドネットワークアクセスが可能

であること、デバイスコネクタの状態

が [未登録（Not Claimed）]であること
を確認してください。

（注）

登録コード

ステップ 4 [要求（Claim）]をクリックします。

新しく登録したターゲットを表示するには、[ターゲット（Targets）]ページを更新してくださ
い。

（注）

HyperFlex Edgeのファームウェアバージョンの確認
現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンを表示して、
それらのバージョンが、共通のネットワーク要件の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの
互換性マトリックスに記載されているバージョンと一致していることを確認します。詳細につ

いては、2ノード、3ノード、および 4ノードエッジクラスタ用の「Cisco HyperFlex edgeのイ
ンストール前チェックリスト」を参照してください。
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ステップ 1 お使いのブラウザで https://<CIMC IP>にアクセスして、CIMC Web UIにログインします。また、サーバ
テーブルビューの Cisco Intersightから CIMCを相互起動することもできます。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ページで [概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 4 [Cisco Integrated Management Controller（CIMC）情報（Cisco Integrated Management Controller (CIMC)
Information）]セクション（[サーバの概要（Server Summary）]ページ）で、[BIOSバージョン（BIOS
Version）]と [CIMCファームウェアバージョン（CIMC Firmware Version）]を検索してメモします。

ステップ 5 CIMCで [インベントリ（Inventory）] > [ストレージ（Storage）]に移動します。Cisco 12G Modular SAS
HBA (最大 16ドライブ)(MRAID)をダブルクリックし、[詳細（Details）] > [物理ドライブ情報（Physical
Drive Info）]に移動します。

ステップ 6 現在のBIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンと、共通ネットワーク要件
の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョンを比較しま
す。詳細については、2ノード、3ノード、および 4ノードエッジクラスタ用の「Cisco HyperFlex edgeの
インストール前チェックリスト」を参照してください。

ステップ 7 最小バージョンを満たしていない場合、互換性マトリックスのHost Update Utility（HUU）ダウンロードリ
ンクを基に、システムで実行中のファームウェアのバージョン（Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）、
PCIアダプタ、RAIDコントローラ、ドライブ（HDD/SSD）ファームウェアを含む）をアップグレードし
ます。Cisco HUUユーザガイド [英語]の最新および以前のリリースは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.htmlで見つけることができます。

HyperFlex Edgeクラスタの構成
Intersightで HyperFlex Edgeクラスタを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Intersightに HyperFlexクラスタ管理者またはアカウント管理者の権限でログインします。

ステップ 2 [設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）]に移動します。

ステップ 3 [Profiles (プロファイル)]ページで [HyperFlex Cluster Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]タブが
選択されていることを確認し、[Create HyperFlex Cluster Profile (HyperFlexクラスタプロファイルの作
成)]をクリックして HXクラスタプロファイルのインストールウィザードを起動します。

ステップ 4 導入タイプとして [エッジ（Edge）]を選択します。[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 5 [General (全般)]タブで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

HyperFlexクラスタプロファイルは、デフォルトの
組織または特定の組織に属することができます。次

のどちらかを選択します。

•デフォルト :クラスタプロファイルをデフォル
トの組織に属させます。デフォルトの組織に属

するすべてのポリシーが、HyperFlexクラスタ
プロファイルの作成ウィザードに一覧表示され

ます。

•特定の組織— HyperFlexクラスタプロファイル
を指定された組織にのみ属させます。選択され

た組織に属するポリシーのみが、HyperFlexク
ラスタプロファイルの作成ウィザードに一覧

表示されます。

たとえば、HyperFlexノードが 2つの組織で共
有され、ある組織のクラスタプロファイルに

関連付けられている場合、同じノードを別の組

織のクラスタプロファイルに関連付けること

はできません。クラスタプロファイルは、指

定された組織に属するユーザーのみが使用でき

ます。

[Organization]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタ名を入力します。

クラスタ名は、vCenterクラスタ名、HyperFlexスト
レージコントローラ名、HyperFlexストレージクラ
スタ名として使用されます。

組織に属する HyperFlexクラスタプロ
ファイルの名前は固有でなければなり

ません。別の組織で同じ名前の

HyperFlexクラスタプロファイルを作
成できます。

（注）

[Name]フィールド
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説明フィールド

インストールする Cisco HyperFlex Data Platformの
バージョンを選択します。次のいずれかになりま

す。

• 5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

• 4.0(2f)、4.0(2e)

選択したバージョンは、設定ウィザー

ドで後から選択できる HyperFlexポリ
シーのタイプに影響します。

（注）

[HyperFlex Data Platform Version (HyperFlex Data
Platformバージョン)]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタプロファイルの説明を追加しま
す。

(Optional) [説明 (Description)]フィールド

タグキーを入力します。（オプション）[タグの設定（Set Tag）]フィール
ド

[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Nodes Assignment (ノード割り当て)]ページで、今すぐノードを割り当てるか、必要に応じて後でノード
を割り当てることを選択できます。ノードを割り当てるには、[ノードの割り当て（Assignnodes）]チェッ
クボックスをクリックして、割り当てるノードを選択します。

[ノードタイプ]列で、サーバーパーソナリティに基づいたノードロールを表示できます。HyperFlexコ

ンピュートサーバーまたはパーソナリティを持たないノードを選択する場合は、クラスタ展開を成功さ

せるために必要なハードウェアがサーバーで使用可能であることを確認する必要があります。Cisco
Intersightでサポートされる製品識別規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデータシー
トを参照してください。

Cisco HyperFlex Edgeクラスタでは、2～4つのノードのみ使用できます。重要

4ノードを超えるエッジクラスタの拡張により、展開タイプがエッジタイプから DC-No-FI
タイプに変更されます。

（注）

[Next]をクリックします。

ステップ 7 [Cluster Configuration (クラスタ設定)]ページで、次のフィールドに入力します。

さまざまなクラスタの設定タスクについて、設定の詳細を入力するか、必要な設定データを

ポリシーからインポートできます。事前設定されているポリシーを使用するには、設定タス

クの横にある [ポリシーの選択 (Select Policy)]をクリックして、一覧から適切なポリシーを選
択します。

（注）

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
24

HyperFlex Edgeクラスタの展開

HyperFlex Edgeクラスタの構成

https://www.cisco.com/c/en/us/products/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-series/datasheet-listing.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-series/datasheet-listing.html


説明フィールド

セキュリティ

Hypervisor管理者ユーザー名を入力します。

ESXiの導入には rootアカウントを使用
します。

（注）

[Hypervisor Admin (Hypervisor管理)]フィールド

Hypervisorパスワードを入力します。次のいずれか
になります。

Cisco123のデフォルトのESXiパスワー
ドは、インストール時にその一部とし

て変更する必要があります。ESXiの新
規インストールの場合、[このノードの
ハイパーバイザーは工場出荷時のデフォ

ルトパスワードを使用する（The
Hypervisor on this node uses the factory
default password is checked）]チェック
ボックスがオンになっていることを確

認します。インストール中にすべての

ノードに設定される新しいESXiの root
パスワードを指定します。

ESXiのインストールでデフォルト以外
の rootパスワードが設定されている場
合は、[このノードのハイパーバイザは
工場出荷時のデフォルトパスワードを

使用する（Hypervisor on this node uses
the factory default password）]チェッ
クボックスがオフになっていることを

確認します。構成した ESXiの rootパ
スワードを入力します。このパスワー

ドは、インストール中に変更されませ

ん。

メモ

[Hypervisor Password (ハイパーバイザパスワード)]
フィールド

Hypervisorパスワードを再入力します。[Hypervisor Password Confirmation (Hypervisorパ
スワードの確認)]フィールド

ユーザが指定したHyperFlexストレージコントロー
ラ VMのパスワードを入力します。

このパスワードは管理者アカウントで

使用するため、控えておいてください。

重要

[Controller VM Admin Password (コントローラVM
管理者パスワード)]フィールド
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説明フィールド

コントローラ VM管理者パスワードを再入力しま
す。

[Controller VM Admin Password Confirmation (コン
トローラ VM管理者パスワードの確認)]フィール
ド

DNS、NTP、タイムゾーン

現地のタイムゾーンを選択します。[Timezone]フィールド

DNSのサフィックスを入力します。これは、HX
Data Platform 3.0以降にのみ適用されます。

[DNSサフィックス（DNS Suffix）]フィールド

1つ以上の DNSサーバーを入力します。Intersight
には、パブリックドメインを解決できる DNSサー
バーが必要です。

[DNSサーバ（DNS Servers）]フィールド

1つ以上の NTPサーバを入力します（IPアドレス
または FQDN）。ローカル NTPサーバの使用を強
くお勧めします。

[NTPサーバ（NTP Servers）]フィールド

vCenter（オプションのポリシー）

vCenterサーバFQDNまたは IPアドレスを入力しま
す。

[vCenter Server FQDN or IP (vCenter Serverの
FQDNまたは IP)]フィールド

vCenterのユーザ名を入力します。例：
administrator@vsphere.local

[vCenter Username (vCenterユーザー名)]フィール
ド

vCenterパスワードを入力します。[vCenter Password (vCenterパスワード)]フィール
ド

vCenterデータセンター名を入力します。[vCenter Datacenter Name]フィールド

[ストレージ設定（Storage Configuration）]（オプションのポリシー）

VDIの最適化を有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします（ハイブリッドHyperFlexシス
テムのみ）。

[VDI Optimization (VDI最適化)]チェックボックス

自動サポート（オプションのポリシ－）

このチェックボックスをチェックして、自動サポー

トを有効にします。

[自動サポート（Auto Support）]チェックボックス

サポートチケットの受信者の電子メールアドレス

を入力します。

[Send Service Ticket Notifications To (サービスチ
ケット通知を送信)]フィールド

ノードIP範囲
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説明フィールド

このセクションでは管理 IPプールを設定します。[管理ネットワーク（ManagementNetwork）]
フィールドに入力して、展開に使用する IPの範囲を定義する必要があります。[ノード
（Node）]設定画面で、定義した IPが選択したノードに自動的に割り当てられます。コン
トローラVM管理ネットワークにセカンダリ範囲の IPを割り当てる場合は、必要に応じて
以下の追加フィールドに入力します。両方の IP範囲は同じサブネットに属している必要が
あります。

（注）

管理 IPプールの開始 IPアドレスです。[Management Network Starting IP (管理ネットワー
ク開始 IP)]フィールド

管理 IPプールの終了 IPアドレスです。[Management Network Ending IP (管理ネットワー
ク終了 IP)]フィールド

管理 VLANのサブネットマスクです。[Management Network Subnet Mask (管理ネットワー
クサブネットマスク)]フィールド

管理 VLANのデフォルトゲートウェイです。[管理ネットワークゲートウェイ（Management
Network Gateway）]フィールド

コントローラ VM管理ネットワークの開始 IPアド
レスです。

[コントローラ VM管理ネットワークの開始 IP
（Controller VM Management Network Starting IP）]
フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークの終了 IPアド
レスです。

[コントローラ VM管理ネットワークの終了 IP
（Controller VM Management Network Ending IP）]
フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスクです。

[コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスク（Controller VM Management Network Subnet
Mask）]フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークのデフォルト
ゲートウェイです。

[コントローラ VM管理ネットワークのゲートウェ
イ（Controller VM Management Network Gateway）]
フィールド（オプション）

クラスタネットワーク
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説明フィールド

[Uplink Speed (アップリンク速度)]ドロップダウン
リスト
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説明フィールド

アップストリームスイッチへのサーバアダプタ

ポートのリンク速度を選択します。アップリンク速

度は次のように設定することができます。

• 1G (HyperFlex Edge)

• 10G+ (HyperFlex Edge)

ポリシーが Edge管理プラットフォームを使用して
クラスタプロファイルにアタッチされている場合、

アップリンク速度は '1G'または '10G+'になります。
ポリシーがファブリックインターコネク管理プラッ

トフォームを使用してクラスタプロファイルにア

タッチされている場合、アップリンク速度は 'default'
のみになります。

サポートされているネットワークトポロジの詳細

については、『Cisco HyperFelx Edgeのインストー
ル前チェックリスト』を参照してください。

10G+モードを使用するには、通常、選
択したケーブルのタイプと長さに応じ

注目

て、前方誤り訂正（FEC）を使用する
必要があります。デフォルトでは、VIC
1400シリーズは CL91 FECモードで設
定されます (Cisco IMC UIで使用可能な
場合、FECモード「auto」はCL91と同
じです)。自動FECネゴシエーションは
サポートされません。特定のスイッチ

でリンクステートをアップにするに

は、この FECモードに合わせて手動で
設定する必要があります。リンクをアッ

プにするには、スイッチと VICポート
の両方で FECモードが一致している必
要があります。使用中のスイッチが

CL91をサポートしていない場合、ス
イッチで使用可能な FECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用す
るように設定できます。これには、[VIC
設定 (VIC configuration)]タブの [CIMC
UI]で、手動で FECモードを変更する
必要があります。HyperFlex Edgeの展
開は、スイッチと VICポートからリン
クステートがアップになったと報告さ

れるまで、開始しないでください。

CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも
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説明フィールド

呼ばれ、CL91は RS-FEC (リードソロ
モン)とも呼ばれています。Cisco IMC
GUIを使用して VICで設定されている
FECモードを変更する方法については、
CISCO UCS Cシリーズ Integrated
Management Controller GUI構成ガイド
を参照してください。

管理ネットワークのVLANIDを入力します。VLAN
は Intersightにアクセスできる必要があります。

IDが0の場合、トラフィックはタグなしです。VLAN
IDには 0以上 4095以下の任意の数字を指定できま
す。

[Management Network VLAN ID (管理ネットワーク
VLAN ID)]フィールド

ジャンボフレームを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

HyperFlex Edgeの導入の場合、ジャンボフレーム
はオプションであり、無効のままにできます。

[Jumbo Frames (ジャンボフレーム)]チェックボッ
クス

[プロキシ設定（Proxy Settings）]（オプションのポリシー）

HTTPプロキシサーバ FQDNまたは IPアドレスを
入力します。

[Hostname]フィールド

プロキシポートポート番号を入力します。[Port]フィールド

プロキシユーザー名を入力します。[Username]フィールド

HTTPプロキシパスワードを入力します。[Password]フィールド

HyperFlexストレージネットワーク
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説明フィールド

ストレージVLANトラフィックのVLAN IDを入力
します。VLANは、HyperFlexクラスタごとに固有
である必要があります。

ストレージVLANは、HyperFlexクラス
タごとに一意である必要があります。

このVLANはルーティング可能である
必要はなく、レイヤ2にのみ残すことが
できます。リンクローカル範囲

169.254.0.0/16からの IPアドレスは、ス
トレージインターフェイスに自動的に

割り当てられます。2ノードのHyperFlex
Edge 1GE構成にはストレージVLANは
必要ないので、このフィールドには1を
入力する必要があります。

（注）

[Storage Network VLAN ID (ストレージネットワー
ク VLAN ID)]フィールド

[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Nodes Configuration (ノードの設定)]ページで、自動的に割り当てられた IPとホスト名の設定を確認で
きます。Intersightは、IPアドレスの自動割り当てを試みます。次のフィールドに入力します。

説明フィールド

このクラスタ管理 IPは管理 IPと同じサブネットに
属している必要があります。

[クラスタ管理IPアドレス（Cluster Management IP
Address）]フィールド

MACプレフィックスアドレスは、NICベースおよ
び 1G HyperFlex Edgeクラスタに自動的に割り当て
られます。10G+ HyperFlex Edgeクラスタの場合、
00:25:B5:00～ 00:25:B5:EFの範囲のMACプレ
フィックスアドレスで、MACプレフィックスアド
レスを上書きできます。

HyperFlexクラスタの展開を成功させる
には、MACプレフィックスがすべての
クラスタで一意であることを確認して

ください。Intersightは、重複するMAC
プレフィックスの検証を行い、重複す

るMACプレフィックスが見つかった
場合は適切な警告を表示します。

注目

[MACプレフィックスアドレス（MAC Prefix
Address）]フィールド
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説明フィールド

書き込まれる各データブロックのコピーの数。オ

プションは、ストレージクラスタ全体で 2または
3個のデータの冗長レプリカです。

レプリケーション係数 3が推奨されて
いるオプションです。

重要

[Replication Factor (レプリケーション係数)]ラジオ
ボタン

指定したホスト名プレフィックスがすべてのノード

に適用されます。

[ホスト名プレフィックス（Hostname Prefix）]
フィールド

ステップ 9 [Summary (概要)]ページで、クラスタ設定とノード設定の詳細情報を確認できます。レビューを行い、
入力した情報がすべて正しいことを確認します。[Errors/Warnings (エラー/警告)]タブの下でトリガーさ
れているエラーがないことを確認します。

2ノードエッジクラスタを展開すると、Intersightに接続の重要性を示す警告が表示されます。
クラスタが常に Intersightに接続されたままになっていることを確認します。2番目の警告が
表示され、ユーザーに対して、すべてのユーザーデータが保護されるようにバックアップ戦

略を練るように通知します。

（注）

ステップ 10 [Validate and Deploy (検証と展開)]をクリックして、展開を開始します。必要に応じて、[Validate (検証)]
をクリックし、[Save&Close (保存して閉じる)]をクリックして、後で展開をt完了することができます。
[結果 (Results)]ページには、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示されます。HyperFlexクラスタプロ
ファイル展開の進行状況は、[リクエスト (Requests)]ページで確認することもできます。

次のタスク

クラスタ展開のモニタリング

次の方法でクラスタ展開の進捗状況を確認します。

• [Results (結果)]ページを開いたままにして、クラスタ展開の進捗状況をリアルタイムで確
認できます。

•現在のビューを閉じ、インストールをバックグラウンドで続行することもできます。結果
画面に戻るには、[設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）] > [HyperFlex Cluster
Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]に移動して、クラスタの名前をクリックしま
す。

• [HyperFlex Cluster Profile Table (HyperFlexクラスタプロファイテーブル)]ビューのステー
タス列で、展開の現在の状態を確認できます。
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インストール後

インストール後のタスク

ステップ 1 HyperFlexクラスタが Intersightで登録されていることを確認します。

ステップ 2 クラスタが vCenterに登録されていることを確認します。

ステップ 3 Hyperflexクラスタに移動して、クラスタを選択し、[...]をクリックしてHyperFlex Connectを起動します。

ステップ 4 クラスタの管理 IPアドレスに SSH接続し、adminユーザー名とインストール時に提供されたコントロー
ラ VMパスワードを使用してログインします。クラスタがオンラインであり、かつ正常な状態であること
を確認します。

ステップ 5 シェルで次のコマンドを貼り付け、Enterを押します。
hx_post_install

ステップ 6 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。post_installスクリプトによって以下の操作
が実行されます。

• vCenterホストのライセンス付与。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterの SSH/シェル警告の抑制。

•ベストプラクティスに沿った vMotionの設定。

•ゲスト VLAN/ポートグループの追加。

• HyperFlex Edge構成のチェックの実行。
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第 3 章

HyperFlexファブリックインターコネクト
クラスタの展開

•インストレーションの概要（35ページ）
• HyperFlexファブリックインターコネクト接続クラスタのインストール前チェックリスト
（36ページ）

•ファブリックインターコネクトクラスタ展開を使用するHyperFlexでサポートされている
モデル/バージョン（36ページ）

•インストール（38ページ）
•インストール後（50ページ）

インストレーションの概要
次の表に、ファブリックインターコネクト接続済みHyperFlexクラスタを設定するためのイン
ストールワークフローの概要を示します。

参考資料説明ステップ

Cisco HX Data Platformのイン
ストール前チェックリスト

インストール前のチェックリ

ストに記入します。

1.

ネットワークが設定されてい

ることを確認します。

2.

Cisco Intersightにログイン
（20ページ）

Cisco Intersightにログインしま
す。

3.

ターゲットの要求（38ペー
ジ）

デバイスを登録します。

HyperFlexノード
をすでに登録して

いる場合は省略し

ます。

（注）

4.
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参考資料説明ステップ

ファブリックインターコネク

トのファームウェアバージョ

ンの確認（40ページ）

(オプション) Cisco UCSの
ファームウェアバージョンを

確認します。

5.

HyperFlexファブリックイン
ターコネクトクラスタの構成

（40ページ）

HyperFlexクラスタプロファイ
ルの作成ウィザードを実行し

ます。

6.

インストール後のタスク（33
ページ）

コントローラ VMを介してイ
ンストール後のスクリプトを

実行します。

7.

HyperFlexファブリックインターコネクト接続クラスタ
のインストール前チェックリスト

Cisco HyperFlexファブリックインターコネクト接続クラスタのインストールを開始する前に、
お使いのシステムがインストール・構成要件を満たしていることを確認してください。インス

トール前の要件の詳細については、「Cisco HX Data Platformのインストール前のチェックリス
ト」を参照してください。

ファブリックインターコネクトクラスタ展開を使用する

HyperFlexでサポートされているモデル/バージョン
次の表に、ファブリックインターコネクトを使用したHyperFlexクラスタの展開でサポートさ
れているハードウェアプラットフォームとソフトウェアバージョンのリストを示します。Cisco
Intersightでサポートされる製品識別規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデー
タシートを参照してください。
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モデル/バージョンコンポーネント

• HXAF245C-M6SX

• HX245C-M6SX

• HXAF225C-M6SX

• HX225C-M6SX

• HX220C-M6S

• HX240C-M6SX

• HX240C-M6L

• HXAF220C-M6S

• HXAF220C-M6SN

• HXAF240C-M6SX

• HXAF240C-M6SN

M6サーバー

• HX220C-M4S

• HXAF220C-M4S

• HX240C-M4SX

• HXAF240C-M4S

• HX220C-M5SX

• HXAF220C-M5SX

• HX240C-M5SX

• HXAF240C-M5SX

M4、M5サーバ

• 5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

• 4.0(2f)、4.0(2e)

（注） • HXDPバージョン 4.5(2a)、
4.5(2b)、および 5.0(1b)は引き
続きクラスタ拡張のみをサ

ポートします。

• M6サーバーには、HXDP
5.0(1a)以降が必要です。

Cisco HyperFlex HX Data Platform (HXDP)
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モデル/バージョンコンポーネント

Cisco Intersightによる自動アップグレード）デバイスコネクタ

インストール

Cisco Intersightにログイン

Cisco IDを使用したログイン

Cisco Intersightにログインするには、Cisco Intersightアカウントを作成するには有効なCisco ID
が必要です。シスコ IDをお持ちでない場合はこちらから作成してください。

デバイスコネクタで必須となるログインクレデンシャルのフォーマットはなく、入力したク

レデンシャルがそのまま構成済みHTTPプロキシサーバに渡されます。ユーザー名をドメイン
名で限定する必要があるかどうかは、HTTPプロキシサーバの構成によって異なります。

重要

シングルサインオンを使用したログイン

シングルサインオン（SSO）認証では複数のアプリケーションへのログインに1つのクレデン
シャルセットを使用できます。SSO認証では、Cisco IDの代わりに企業のクレデンシャルを使
用して Intersightにログインできます。IntersightはSAML 2.0を介してSSOをサポートし、サー
ビスプロバイダー（SP）として機能して、SSO認証のために IDプロバイダー（IdP）と統合
できます。Cisco IDと SSOを使用して Intersightにサインインするようにアカウントを構成で
きます。Intersightでの SSOの詳細については、こちらを参照してください。

ターゲットの要求

次の手順により、Cisco Intersightによって管理される 1つ以上のターゲットを登録します。

始める前に

この手順は、シスコアカウントを持つ既存のユーザを対象としています。使用可能ではない場

合は、Cisco Intersightにログイン（20ページ）を参照してください。

ステップ 1 Cisco Intersightの左側のナビゲーションウィンドウで、[管理（ADMIN）] > [ターゲット（Targets)]を選択
します。

ステップ 2 [ターゲット（Targets）]詳細ページで、[新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]をクリックし
ます。
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ステップ 3 [新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]ウィザードで、[ハイパーコンバージド
（Hyperconverged）] > [Cisco HyperFlexクラスタ（Cisco HyperFlex Cluster）]を選択し、次のフィールド
に入力します。

[Device ID (デバイス ID)]と [Claim Code (クレームコード)]の情報は、次の場所で確認できま
す。

1. Cisco UCS Managerおよび Cisco IMC（[Admin（管理）] > [Device Connector（デバイスコ
ネクタ）]。

2. [HyperFlexコネクト UI（HyperFlex Connect UI）] > [設定（Settings）] > [デバイスコネク
タ（Device Connector）]を選択して、Cisco HyperFlexの情報を確認します。

3. Cisco UCS Director（[Administration（管理）] > [Device Connector（デバイスコネクタ）]）。

（注）

基本的な情報UI要素

該当するデバイス IDを入力します。

• UCSドメインの場合は、プライマリ FIおよび
下位のFIのシリアル番号を次の形式で使用しま
す（FI-Aのシリアル番号 & FI-Bのシリアル番
号）。例：[SAL1924GKV6&SAL1913CJ7V]

•スタンドアロンサーバの場合は、シリアル番号
を使用します。例：NGTR12345

• HyperFlexの場合は、クラスタ UUIDを使用し
ます。例：
xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx.

• Cisco UCS Directorの場合は、デバイス IDを使
用します。例：
xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx.

デバイス ID

デバイスの登録コードを入力します。このコード

は、該当するターゲットタイプのデバイスコネク

タで確認できます。

登録コードを収集する前に、デバイス

コネクタからCisco Intersightへのアウト
バウンドネットワークアクセスが可能

であること、デバイスコネクタの状態

が [未登録（Not Claimed）]であること
を確認してください。

（注）

登録コード

ステップ 4 [要求（Claim）]をクリックします。
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新しく登録したターゲットを表示するには、[ターゲット（Targets）]ページを更新してくださ
い。

（注）

ファブリックインターコネクトのファームウェアバージョンの確認

Cisco UCS Managerで、[機器（Equipment）] > [ファームウェア管理（Firmware Management）] >
[インストールされたファームウェア（Installed Firmware）]タブを選択し、正しいファーム
ウェアバージョンであることを確認します。

ハードウェアとソフトウェアの間の依存関係の完全なリストについては、UCS Hardware and
Software Compatibilityツールを使用して該当するUCSMリリースバージョンを参照してくださ
い。

HyperFlexファブリックインターコネクトクラスタの構成
Intersightで HyperFlexファブリックインターコネクトクラスタを構成するには、次の手順を
実行します。

ステップ 1 Intersightに HyperFlexクラスタ管理者またはアカウント管理者の権限でログインします。

ステップ 2 [設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）]に移動します。

ステップ 3 [Profiles (プロファイル)]ページで [HyperFlex Cluster Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]タブが
選択されていることを確認し、[Create HyperFlex Cluster Profile (HyperFlexクラスタプロファイルの作
成)]をクリックして HXクラスタプロファイルのインストールウィザードを起動します。

ステップ 4 展開の種類として [標準]を選択します。[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 5 [General (全般)]タブで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

HyperFlexクラスタプロファイルは、デフォルトの
組織または特定の組織に属することができます。次

のどちらかを選択します。

•デフォルト :クラスタプロファイルをデフォル
トの組織に属させます。デフォルトの組織に属

するすべてのポリシーが、HyperFlexクラスタ
プロファイルの作成ウィザードに一覧表示され

ます。

•特定の組織— HyperFlexクラスタプロファイル
を指定された組織にのみ所属させます。選択さ

れた組織に属するポリシーのみが、HyperFlex
クラスタプロファイルの作成ウィザードに一

覧表示されます。

たとえば、HyperFlexノードが 2つの組織で共
有され、ある組織のクラスタプロファイルに

関連付けられている場合、同じノードを別の組

織のクラスタプロファイルに関連付けること

はできません。クラスタプロファイルは、指

定された組織に属するユーザーのみが使用でき

ます。

[Organization]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタ名を入力します。

クラスタ名は、vCenterクラスタ名、HyperFlexスト
レージコントローラ名、HyperFlexストレージクラ
スタ名として使用されます。

[Name]フィールド

インストールする Cisco HyperFlex Data Platformの
バージョンを選択します。次のいずれかになりま

す。

• 5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

• 4.0(2f)、4.0(2e)

選択したバージョンは、設定ウィザー

ドで後から選択できる HyperFlexポリ
シーのタイプに影響します。

（注）

[HyperFlexデータプラットフォーム（HyperFlex
Data Platform）]バージョンドロップダウンリス
ト
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説明フィールド

サーバーコンポーネント（CIMC、アダプタ、BIOS
など）に使用されるサーバーファームウェアバン

ドルバージョンを手動で入力します。

各HX Data Platformリリースに推奨されるファーム
ウェアについては、『Cisco HX Data Platformのリ
リースノート』を参照してください。

[Server Firmware Version (サーバのファームウェア
バージョン)]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタプロファイルの説明を追加しま
す。

(Optional) [説明 (Description)]フィールド

タグキー。（オプション）[タグの設定（Set Tag）]フィール
ド

[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Nodes Assignment (ノード割り当て)]ページで、今すぐノードを割り当てるか、必要に応じて後でノード
を割り当てることを選択できます。ノードを割り当てるには、[Assign nodes (ノードの割り当て)]チェッ
クボックスをクリックして、割り当てるノードを選択します。サーバーパーソナリティに基づいてノー

ドロールを表示できます。

[ノードタイプ（Node Type）]列で、サーバーパーソナリティに基づいたノードロールを表示できま
す。HyperFlexコンピュートサーバーまたはパーソナリティを持たないノードを選択する場合は、クラ
スタ展開を成功させるために必要なハードウェアがサーバーで使用可能であることを確認する必要があ

ります。Cisco Intersightでサポートされる製品識別規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリー
ズデータシートを参照してください。

Cisco HyperFlex Fabric Interconnectクラスタでは、最小3ノードから最大32ノードまで設定でき
ます。選択したすべてのノードが同じ UCSドメインに属している必要があります。

重要

[Next]をクリックします。

ステップ 7 [Cluster Configuration (クラスタ設定)]ページで、次のフィールドに入力します。

さまざまなクラスタの設定タスクについて、設定の詳細を入力するか、必要な設定データを

ポリシーからインポートできます。事前設定されているポリシーを使用するには、設定タス

クの横にある [ポリシーの選択 (Select Policy)]をクリックして、一覧から適切なポリシーを選
択します。

（注）

説明フィールド

セキュリティ

ハイパーバイザ管理者のユーザー名には、英数字の

みを含める必要があります。

ESXiの導入には rootアカウントを使用
します。

（注）

[Hypervisor Admin (Hypervisor管理)]フィールド
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説明フィールド

Hypervisorパスワードを入力します。次のいずれか
になります。

Cisco123のデフォルトのESXiパスワー
ドは、インストール時にその一部とし

て変更する必要があります。ESXiの新
規インストールの場合、[このノードの
ハイパーバイザーは工場出荷時のデフォ

ルトパスワードを使用する（The
Hypervisor on this node uses the factory
default password is checked）]チェック
ボックスがオンになっていることを確

認します。インストール中にすべての

ノードに設定される新しいESXiの root
パスワードを指定します。

ESXiのインストールでデフォルト以外
の rootパスワードが設定されている場
合は、[このノードのハイパーバイザは
工場出荷時のデフォルトパスワードを

使用する（Hypervisor on this node uses
the factory default password）]チェッ
クボックスがオフになっていることを

確認します。構成した ESXiの rootパ
スワードを入力します。このパスワー

ドは、インストール中に変更されませ

ん。

メモ

[Hypervisor Password (ハイパーバイザパスワード)]
フィールド

Hypervisorパスワードを再入力します。[Hypervisor Password Confirmation (Hypervisorパ
スワードの確認)]フィールド

ユーザが指定したHyperFlexストレージコントロー
ラVMのパスワードを入力します。パスワードは、
少なくとも1つの小文字、1つの大文字、1つの数
字、および _@#$%^&*!のうち 1つの特殊文字を含
む、10文字以上で指定する必要があります。

このパスワードは管理者アカウントで

使用するため、控えておいてください。

（注）

[Controller VM Admin Password (コントローラVM
管理者パスワード)]フィールド

コントローラ VM管理者パスワードを再入力しま
す。

[Controller VM Admin Password Confirmation (コン
トローラ VM管理者パスワードの確認)]フィール
ド

DNS、NTP、タイムゾーン

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
43

HyperFlexファブリックインターコネクトクラスタの展開

HyperFlexファブリックインターコネクトクラスタの構成



説明フィールド

現地のタイムゾーンを選択します。[Timezone]フィールド

1つ以上の DNSサーバーを入力します。Intersight
には、パブリックドメインを解決できる DNSサー
バーが必要です。

[DNSサーバ（DNS Servers）]フィールド

1つ以上の NTPサーバを入力します（IPアドレス
または FQDN）。ローカル NTPサーバの使用を強
くお勧めします。

[NTPサーバ（NTP Servers）]フィールド

DNS検索サフィックスを入力します。

このフィールドは Cisco HX Data Platformリリース
3.0以降にのみ適用されます。

(オプション) [DNSサフィックス (DNS Suffix)]
フィールド

[vCenter]（オプションのポリシー）

vCenterサーバFQDNまたは IPアドレスを入力しま
す。

[vCenter Server FQDN or IP (vCenter Serverの
FQDNまたは IP)]フィールド

vCenterのユーザ名を入力します。例:
administrator@vsphere.local

[vCenter Username (vCenterユーザー名)]フィール
ド

vCenterパスワードを入力します。[vCenter Password (vCenterパスワード)]フィール
ド

vCenterデータセンター名を入力します。[vCenter Datacenter Name]フィールド

[ストレージ設定（Storage Configuration）]（オプションのポリシー）

VDIの最適化を有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします（ハイブリッドHyperFlexシス
テムのみ）。

[VDI Optimization (VDI最適化)]チェックボックス

論理可用性ゾーンの設定が推奨されます。このオプ

ションは、Cisco HX Data Platformリリース3.0以降
に導入されている8個以上のノードとクラスタを有
する HyperFlexクラスタサイズで使用できます。

論理可用性ゾーンの設定は、ファブリッ

クインターコネクトに 8個以上のノー
ドが接続されている HyperFlexクラス
タに推奨されます。

（注）

[Logical Availability Zones (論理可用性ゾーン)]
チェックボックス

自動サポート（オプションのポリシ－）

このチェックボックスをチェックして、自動サポー

トを有効にします。

[自動サポート（Auto Support）]チェックボックス
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説明フィールド

サポートチケットの受信者の電子メールアドレス

を入力します。

[Send Service Ticket Notifications To (サービスチ
ケット通知を送信)]フィールド

ノードIP範囲

このセクションでは管理 IPプールを設定します。[管理ネットワーク（ManagementNetwork）]
フィールドに入力して、展開に使用する IPアドレスの範囲を定義する必要があります。
[Node (ノード)]設定画面で、定義した IPアドレスが選択したノードに自動的に割り当てら
れます。コントローラVM管理ネットワークにセカンダリ範囲の IPアドレスを割り当てる
場合は、必要に応じて以下の追加フィールドに入力します。両方の IP範囲は同じサブネッ
トに属している必要があります。

（注）

管理 IPプールの開始 IPアドレスを入力します。[Management Network Starting IP (管理ネットワー
ク開始 IP)]フィールド

管理 IPプールの終了 IPアドレスを入力します。[Management Network Ending IP (管理ネットワー
ク終了 IP)]フィールド

管理 VLANのサブネットマスクを入力します。[Management Network Subnet Mask (管理ネットワー
クサブネットマスク)]フィールド

管理 VLANのデフォルトゲートウェイを入力しま
す。

[Management Network Gateway (管理ネットワーク
ゲートウェイ)]フィールド

コントローラ VM管理ネットワークの開始 IPアド
レスを入力します。

[Controller VM Management Network Starting IP (コ
ントローラ VM管理ネットワークの開始 IP)](オプ
ション)

コントローラ VM管理ネットワークの終了 IPアド
レスを入力します。

[Controller VM Management Network Ending IP (コ
ントローラVM管理ネットワークの終了 IP)] (オプ
ション)

コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスクを入力します。

[Controller VM Management Network Subnet Mask
(コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスク)] (オプション)

コントローラ VM管理ネットワークのデフォルト
ゲートウェイを入力します。

[Controller VM Management Network Gateway (コ
ントローラVM管理ネットワークのゲートウェイ)]
(オプション)

クラスタネットワーク

VM移行のVLAN名を入力します。この名前には、
1～32文字を指定することが可能で、英数字、アン
ダースコア、およびハイフンの組み合わせを含める

ことができます。

[VM Migration VLAN Name (VM移行 VLAN名)]
フィールド
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説明フィールド

VM移行のVLAN IDを入力します。IDが0の場合、
トラフィックはタグなしです。IDには0以上4095以
下の任意の数字を指定できます。

[VM Migration VLAN ID (VM移行 VLAN ID)]
フィールド

VMネットワークの VLAN名を入力します。この
名前には、1～32文字を指定することが可能で、英
数字、アンダースコア、およびハイフンの組み合わ

せを含めることができます。

必要に応じて、追加の VMネットワーク VLAN名
を追加できます。

[VM Network VLAN Name (VMネットワークVLAN
名)]フィールド

VMネットワークの VLAN IDを入力します。IDに
は0以上4095以下の任意の数字を指定できます。

[VM Network VLAN ID (VMネットワーク VLAN
名)]フィールド

アウトオブバンド KVMアクセスの開始 IPアドレ
スを入力します。ノードごとに 1つの IPアドレス
が必要です。範囲は、UCS Manager管理インター
フェイスと同じアドレス範囲内である必要がありま

す。

[KVM Starting IP (KVM開始 IP)]フィールド

アウトオブバンド KVMアクセスの終了 IPアドレ
スを入力します。

[KVM Ending IP (KVM終了 IP)]フィールド

KVMのサブネットマスクを入力します。[KVM Subnet Mask (KVMサブネットマスク)]
フィールド

KVMのゲートウェイを入力します。[KVM Gateway (KVMゲートウェイ)]フィールド

管理ネットワークの VLAN名を入力します。この
名前には、1～32文字を指定することが可能で、英
数字、アンダースコア、およびハイフンの組み合わ

せを含めることができます。

[Management Network VLAN Name (管理ネットワー
ク VLAN名)]フィールド

管理ネットワークのVLANIDを入力します。VLAN
は Intersightにアクセスできる必要があります。こ
の名前には、1～32文字を指定することが可能で、
英数字、アンダースコア、およびハイフンの組み合

わせを含めることができます。

[Management Network VLAN ID (管理ネットワーク
VLAN ID)]フィールド

最適なパフォーマンスを実現するには、ジャンボ

フレームを有効にします。

[Jumbo Frames (ジャンボフレーム)]チェックボッ
クス

[外部 FCストレージ（External FC Storage）]（オプションのポリシー）

外部ストレージを追加する場合は、次のフィールドに値を入力して [FCストレージ（FC Storage）]を
構成します。
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説明フィールド

FCストレージを有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

[Enable FC Storage (FCストレージの有効化)]チェッ
クボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。

最初の仮想ストレージエリアネットワークの名前

を入力します。この名前には、1～32文字を指定す
ることが可能で、英数字、アンダースコア、および

ハイフンの組み合わせを含めることができます。

[VSAN A名]フィールド

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは HyperFlexシステムで現在
使用されているVSAN IDを入力しない
でください。UCSゾーン分割を使用す
るインストーラに既存のVSAN IDを入
力すると、そのVSAN IDの既存の環境
でゾーン分割が無効になります。

注目

最初の仮想ストレージエリアネットワークの ID
を入力します。IDには 1以上 4093以下の任意の数
字を指定できます。

[VSAN A ID]フィールド

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
ネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは HyperFlexシステムで現在
使用されているVSAN IDを入力しない
でください。UCSゾーン分割を使用す
るインストーラに既存のVSAN IDを入
力すると、そのVSAN IDの既存の環境
でゾーン分割が無効になります。

（注）

2番目の仮想ストレージエリアネットワークの名
前を入力します。この名前には、1～32文字を指定
することが可能で、英数字、アンダースコア、およ

びハイフンの組み合わせを含めることができます。

[VSAN B名]フィールド

2番目の仮想ストレージエリアネットワークの ID
を入力します。IDには 1以上 4093以下の任意の数
字を指定できます。

[VSAN B ID]フィールド

WWxN範囲の開始アドレスを、20:00:00:25: B5: XX
の形式で入力します。

[WWxN Range Starting Address (WWxN範囲開始
アドレス)]フィールド
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説明フィールド

WWxN範囲の終了アドレスを、20:00:00:25: B5: XX
の形式で入力します。

[WWxN Range Ending Address (WWxN範囲の終了
アドレス)]フィールド

[外部 iSCSIストレージ（External iSCSI Storage）]（オプションのポリシー）

外部ストレージを追加する場合は、次のフィールドに値を入力して [iSCSIストレージ（iSCSI Storage）]
を構成します。

iSCSIストレージを有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

[iSCSIストレージの有効化（Enable iSCSI Storage）]
チェックボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けらているVLANの名前。

最初の仮想ローカルエリアネットワークの名前を

入力します。この名前には、1～32文字を指定する
ことが可能で、英数字、アンダースコア、およびハ

イフンの組み合わせを含めることができます。

[VLAN A名（VLAN A Name）]フィールド

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けらている VLANの ID。

最初の仮想ローカルエリアネットワークの IDを
入力します。IDには0以上4095以下の任意の数字を
指定できます。

[VLAN A ID]フィールド

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、
iSCSI vNICに関連付けらている VLANの名前。

2番目の仮想ローカルエリアネットワークの名前
を入力します。この名前には、1～32文字を指定す
ることが可能で、英数字、アンダースコア、および

ハイフンの組み合わせを含めることができます。

[VLAN B名]フィールド

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、
iSCSI vNICに関連付けらている VLANの ID。

2番目の仮想ローカルエリアネットワークの IDを
入力します。IDには0以上4095以下の任意の数字を
指定できます。

[VLAN B ID]フィールド

[プロキシ設定（Proxy Settings）]（オプションのポリシー）

HTTPプロキシサーバ FQDNまたは IPアドレスを
入力します。

[Hostname]フィールド

プロキシポートポート番号を入力します。[Port]フィールド

プロキシユーザー名を入力します。[Username]フィールド
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説明フィールド

HTTPプロキシパスワードを入力します。[Password]フィールド

HyperFlexストレージネットワーク

ストレージネットワークのVLAN名を入力します。
この名前には、1～32文字を指定することが可能で、
英数字、アンダースコア、およびハイフンの組み合

わせを含めることができます。

[Storage Network VLAN Name (ストレージネット
ワーク VLAN名)]フィールド

ストレージVLANトラフィックのVLAN IDを入力
します。VLANは、HyperFlexクラスタごとに固有
である必要があります。IDには0以上4095以下の任
意の数字を指定できます。

ストレージVLANは、HyperFlexクラス
タごとに一意である必要があります。

このVLANはルーティング可能である
必要はなく、レイヤ2にのみ残すことが
できます。リンクローカル範囲

169.254.x.x/24からの IPアドレスは、ス
トレージインターフェイスに自動的に

割り当てられます。

（注）

[Storage Network VLAN ID (ストレージネットワー
ク VLAN ID)]フィールド

[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Nodes Configuration (ノードの設定)]ページで、自動的に割り当てられた IPとホスト名の設定を確認で
きます。Intersightは、IPアドレスの自動割り当てを試みます。次のフィールドに入力します。

説明フィールド

このクラスタ管理 IPは管理 IPと同じサブネットに
属している必要があります。

[クラスタ管理IPアドレス（Cluster Management IP
Address）]フィールド

MACプレフィックスアドレスは自動で割り当てら
れます。00:25:B5:00～ 00:25:B5:EFの範囲のMAC
プレフィックスアドレスで、MACプレフィックス
アドレスを上書きできます。

HyperFlexクラスタの展開を成功させる
には、MACプレフィックスがすべての
クラスタで一意であることを確認して

ください。Intersightは、重複するMAC
プレフィックスの検証を行い、重複す

るMACプレフィックスが見つかった
場合は適切な警告を表示します。

注目

[MACプレフィックスアドレス（MAC Prefix
Address）]フィールド
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説明フィールド

書き込まれる各データブロックのコピーの数。

オプションは、ストレージクラスタ全体で 2また
は 3個のデータの冗長レプリカです。レプリケー
ション係数 3が推奨されているオプションです。

[Replication Factor (レプリケーション係数)]ラジオ
ボタン

指定したホスト名プレフィックスがすべてのノード

に適用されます。

[ホスト名プレフィックス（Hostname Prefix）]
フィールド

ステップ 9 [Summary (概要)]ページで、クラスタ設定とノード設定の詳細情報を確認できます。レビューを行い、
入力した情報がすべて正しいことを確認します。[Errors/Warnings (エラー/警告)]タブの下でトリガーさ
れているエラーがないことを確認します。

ステップ 10 [Validate and Deploy (検証と展開)]をクリックして、展開を開始します。必要に応じて、[Validate (検証)]
をクリックし、[Save&Close (保存して閉じる)]をクリックして、後で展開をt完了することができます。
[結果 (Results)]ページには、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示されます。

次のタスク

クラスタ展開のモニタリング

次の方法でクラスタ展開の進捗状況を確認します。

• [Results (結果)]ページを開いたままにして、クラスタ展開の進捗状況をリアルタイムで確
認できます。

•現在のビューを閉じ、インストールをバックグラウンドで続行することもできます。結果
画面に戻るには、[設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）] > [HyperFlex Cluster
Profiles（HyperFlexクラスタプロファイル）]に移動して、クラスタの名前をクリックし
ます。

• [HyperFlexクラスタプロファイルテーブル（HyperFlex Cluster Profile Table）]ビューのス
テータス列で、展開の現在の状態を確認できます。

• HyperFlexクラスタプロファイル展開の進行状況は、[リクエスト（Requests）]ページで
確認することもできます。

インストール後

インストール後のタスク

ステップ 1 HyperFlexクラスタが Intersightで登録されていることを確認します。
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ステップ 2 クラスタが vCenterに登録されていることを確認します。

ステップ 3 Hyperflexクラスタに移動して、クラスタを選択し、[...]をクリックしてHyperFlex Connectを起動します。

ステップ 4 クラスタの管理 IPアドレスに SSH接続し、adminユーザー名とインストール時に提供されたコントロー
ラ VMパスワードを使用してログインします。クラスタがオンラインであり、かつ正常な状態であること
を確認します。

ステップ 5 シェルで次のコマンドを貼り付け、Enterを押します。
hx_post_install

ステップ 6 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。post_installスクリプトによって以下の操作
が実行されます。

• vCenterホストのライセンス付与。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterの SSH/シェル警告の抑制。

•ベストプラクティスに沿った vMotionの設定。

•ゲスト VLAN/ポートグループの追加。

• HyperFlex Edge構成のチェックの実行。
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第 4 章

ファブリックインターコネクトクラスタ

なしでの HyperFlexデータセンターの展開

• DC-No-FIの概要（53ページ）
•ファブリックインターコネクト展開を使用しないHyperFlexデータセンターでサポートさ
れているモデル/バージョン（55ページ）

•ファブリックインターコネクトなしのデータセンターのインストール前チェックリスト
（57ページ）

•インストール（71ページ）
•インストール後（82ページ）

DC-No-FIの概要
ファブリックインターコネクトを使用しないCisco HyperFlexデータセンター（DC-No-FI）は、
コンバージドノードを Ciscoファブリックインターコネクトに接続する必要なく、データセ
ンターの展開にハイパーコンバージェンスのシンプルさをもたらします。

HyperFlex Data Platformバージョン 4.5(2b)以降：

• 3～ 12のコンバージドノードからの DC-No-FI展開のサポート。

• 8ノードを超えるクラスタの場合、クラスタ展開の一部として、ロジカルアベイラビリ
ティゾーン（LAZ）を有効にすることをお勧めします。

• HyperFlex DC-No-FIクラスタでのコンバージドノードとコンピューティングノードによ
るクラスタ拡張のサポート。詳細については、「Cisco Intersightでの Cisco HyperFlexクラ
スタの展開」を参照してください。

• 4ノードを超える HyperFlex Edgeクラスタの拡張により、展開タイプが Edgeタイプから
DC-No-FIタイプに変更されます。

• N:1レプリケーションのターゲットクラスタとしての DC-No-FIのサポート。

• VICベースおよびNICベースのクラスタがサポートされています。詳細については、次の
セクションのプレインストールチェックリストを参照してください。
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HyperFlex Data Platform Datacenter Advantageライセンス以上が必要です。HyperFlexライセンス
の詳細については、『Cisco HyperFlex Systems Ordering and Licensing Guide』の「Cisco HyperFlex

ソフトウェアライセンス」を参照してください。

1：1のコンバージド：コンピューティングの比率には HXDP DC Advantageライセンス以上が
必要で、1：2のコンバージド：コンピューティングの比率には HXDP DC Premierライセンス
が必要です。

（注）

Cisco Intersight HXインストーラを使用すると、HyperFlex Edgeクラスタを短時間で展開できま
す。このインストーラにより、「HXクラスタプロファイル」と呼ばれるクラスタの事前構成
定義が作成されます。この定義は、HyperFlex DC-No-FIクラスタ内の HXノードの論理的表現
です。HXクラスタプロファイルで、Cisco Intersight内にプロビジョニングされる各 HXノー
ドが指定されます。

追加ゲスト VM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維持を望む環境で
は、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できます。

各クラスタは、固有のストレージデータ VLANを使用して、すべてのストレージトラフィッ
クを分離しておく必要があります。複数のクラスタにわたってこの VLANを再利用すること
は推奨されません。

（注）

同じ物理ポートから複数の vNICを分割する Cisco VICの性質により、vswitch-hx-vm-network
で構成されたゲストVMトラフィックが、同じホストで実行されているインターフェイスまた
はサービスと L2を通信することはできません。 a）別のVLANを使用して L3ルーティングを
実行するか、b）管理インターフェイスへのアクセスが必要なゲスト VMを
vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置することをお勧めします。一般に、vm-network vSwitch
を除き、ゲストVMをHyperFlexで設定されたvSwitchesのいずれにも配置しないでください。
使用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があり、実行している ESXiホ
ストを管理するための接続が必要な場合などがあります。この場合は、上記の推奨事項のいず

れかを使用して、接続が中断されないようにします。

（注）

次の表は DC-No-FIクラスタのインストールワークフローの概要を示します。

参考資料説明ステップ

データセンターのファブリッ

クインターコネクトなしのイ

ンストール前チェックリスト

インストール前のチェックリ

ストに記入します。

1.

ネットワークが設定されてい

ることを確認します。

2.
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参考資料説明ステップ

Cisco Intersightにログイン
（20ページ）

Cisco Intersightにログインしま
す。

3.

ターゲットの要求（71ペー
ジ）

ターゲットを要求します。

HyperFlexノード
をすでに登録して

いる場合は省略し

ます。

（注）

4.

HyperFlex DC-no-FIクラスタの
ファームウェアバージョンの

確認（72ページ）

Cisco UCSのファームウェア
バージョンを確認します。

5.

ファブリックインターコネク

トクラスタなしの HyperFlex
データセンターの構成

HyperFlexクラスタプロファイ
ルウィザードを実行します。

6.

インストール後のタスク（33
ページ）

コントローラ VMを介してイ
ンストール後のスクリプトを

実行します。

7.

ファブリックインターコネクト展開を使用しない

HyperFlexデータセンターでサポートされているモデル/
バージョン

次の表に、HyperFlex DC-No-FIクラスタでサポートされているハードウェアプラットフォーム
とソフトウェアバージョンのリストを示します。Cisco Intersightでサポートされる製品識別規
格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデータシートを参照してください。
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モデル/バージョンコンポーネント

• HXAF245C-M6SX

• HX245C-M6SX

• HXAF225C-M6SX

• HX225C-M6SX

• HXAF220C-M6SN

• HXAF240C-M6SN

• HX240C-M6SX

• HXAF240C-M6SX

• HX220C-M6S

• HXAF220C-M6S

M6サーバー

• HXAF220C-M5SN

• HX220C-M5SX

• HXAF220C-M5SX

• HX240C-M5SX

• HXAF240C-M5SX

M5サーバ

• 5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

（注） • HXDPバージョン 4.5(2a)、
4.5(2b)、および 5.0(1b)は引き
続きクラスタ拡張のみをサ

ポートします。

• M6サーバーには、HXDP
5.0(1a)以降が必要です。

• M5SNサーバーには、HXDP
4.5(2c)以降が必要です。

•コンピューティング専用ノー
ドは、M5/M6ラックサーバー
でサポートされています。

Cisco HXデータプラットフォーム（HXDP）
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モデル/バージョンコンポーネント

次のいずれかになります。

•専用管理ポート。

• Shared LOM

NICモード

Cisco Intersightによる自動アップグレード）デバイスコネクタ

• M5サーバー：10/25/40 GE

• M6サーバー：10/25/40/100 GE

すべてのNVMeクラスタには、10
GEを超える値が推奨されます。

（注）

ネットワークトポロジ

タイプ：

• VICベース

• NICベース（10G+ NICベースのクラスタ
には HXDPバージョン 5.0(2a)以降が必
要）

接続タイプ（Connectivity Type）

ファブリックインターコネクトなしのデータセンターの

インストール前チェックリスト
ファブリックインターコネクトなしの Cisco HyperFlexデータセンター（DC-no-FI）システム
のインストールを開始する前に、お使いのシステムが次のインストールおよび構成要件を満た

していることを確認してください。

10/25/40/100ギガビットイーサネットトポロジおよび IMC接続（VIC
ベース）

Cisco HyperFlexデータセンターの 3ノードから 12ノードのDC-no-FIクラスタは、Cisco Intersight
を介して展開されます。Cisco Intersightは、高度なマルチクラスタモニタリングおよび管理機
能を提供し、トポロジは10/25/40/100GEインストールと、究極のネットワークの柔軟性と冗長
性を実現するデュアル ToRスイッチオプションをサポートします。

シスコは最高のパフォーマンスと将来のノード拡張機能のため、10/25GEトポロジを強く推奨
します。

10/25/40/100ギガビットイーサネット（GE）スイッチトポロジは、スイッチ（デュアルまたは
スタックスイッチを使用している場合）、リンクおよびポートの障害からネットワークを保護
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する冗長化構成になります。10/25/40/100 GEスイッチは、2つのスタンドアロンスイッチを利
用するか、スイッチスタックの構成で利用することができます。

3ノードおよび 12ノード 10/25/40/100ギガビットイーサネット（GE）トポロジに、次のCisco
IMC接続オプションのいずれかを選択します。

•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25/40/100 GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作
する場合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない

到達可能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場
合、内蔵QpSによりCisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証され
ます。Hyperflex DC-no-FI環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使
用が推奨されます。

上記の Cisco IMC接続の選択にかかわらず、同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、
『サーバ設置およびサービスガイド』の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを
割り当てる必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートしていません。

10/25/40/100 GEトポロジの VICベースの物理ネットワークおよびケーブル配線

VLAN機能を備えたマネージドスイッチが必要です。Ciscoは、Catalystおよび Nexusスイッ
チングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。これらのスイッ

チのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシームレスな継続

的運用が可能になります。

デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロンまたはスタック構成

が行われている 2つのスイッチと、2つの 10/25/40/100 GEポート、CIMC管理用の 1つの 1GE
ポート、サーバごとに 1つの Cisco VIC 1457が必要です。トランクポートは、特定のサポート
されているネットワークポート設定です。

物理的なケーブル配線を続行するには、デュアルスイッチ構成を選択します。

10/25/40/100ギガビットイーサネットデュアルスイッチの物理的なケーブル配線（VICベース）

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

デュアルスイッチの構成には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を提供します。HyperFlexノードごとに、スタンドアロンまたはスタック構成の 2
つのスイッチ、および 2 x 10/25/40/100GEポート、1 x 1GEポート (専用 CIMC)、および 1 x
Cisco VIC 1457 MLOMカードが必要です。トランクポートは、唯一サポートされているネッ
トワークポート設定です。

冗長性を追加するためデュアルToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
58

ファブリックインターコネクトクラスタなしでの HyperFlexデータセンターの展開

10/25/40/100 GEトポロジの VICベースの物理ネットワークおよびケーブル配線

https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-installation-guides-list.html


アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えた 2台のマネージドスイッチ（スタンドアロンまたはスタック構成）

• HyperFlexノードごとに 2 x 10/25/40/100GEポートおよび 1 x 1GEポート。

10/25/40/100GEポートはすべてトランクで、適用可能なすべてのVLANを許可する必要が
あります。専用の CIMCポートに接続すると、すべての 1GEポートがトランキングまた
はアクセスモードになることがあります。

•ジャンボフレームを構成する必要はありませんが、推奨されます。

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastトランクを設定する必要があります。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

• Cisco VICの 4つの 10/25/40/100GEポートのうち 1個を、各サーバーから同じ ToRスイッ
チに接続します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

• Cisco VICの 2番目の 10/25/40/100GEポートを、各サーバーからもう一方の ToRスイッチ
に接続します。同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

•クラスタのインストール前に追加の10/25/40/100GEポートを接続しないでください。クラ
スタ展開後、追加で 2つの 10/25/40/100GEポートをゲストVMトラフィックにオプション
で使用することができます。
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3および 12ノード 10/25/40/100GEギガビットイーサネットトポロジの仮想ネットワーク設計
（VICベース）

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

• vmotion：vMotionインターフェイス（vmk2）

• vswitch-hx-vm-network：VMゲストポートグループ
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ネットワークトポロ

ジ:

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

• vmotion：vMotion VMKernelポート（vmk2）は post_installスクリプトの使用時に設定され
ます。フェールオーバーの順序は、アクティブ/スタンバイに設定されます。

• vswitch-hx-vm-network：vSwitchがアクティブ/アクティブに設定されます。必要に応じ
て、個々のポートグループを上書きできます。

10/25/40/100ギガビットイーサネットスイッチ構成の注意事項

最低でも 3つの VLANが必要です。

•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。
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• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります (Cisco Intersightによる管理)。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、ToRスイッチでポートに面するすべての接続をトラ
ンクおよび許可する必要があります。

•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

同じ物理ポートから複数の vNICを分割するCisco VICの性質によ
り、vswitch-hx-vm-networkで構成されたゲスト VMトラフィック
が、同じホストで実行されているインターフェイスまたはサービ

スと L2を通信することはできません。 a)別の VLANを使用して
L3ルーティングを実行するか、b)管理インターフェイスへのアク
セスが必要なゲストVMを vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置
することをお勧めします。一般に、vm-network vSwitchを除き、
ゲスト VMを HyperFlexで設定された vSwitchesのいずれにも配
置しないでください。使用例としては、いずれかのノードでvCenter
を実行する必要があり、実行している ESXiホストを管理するた
めの接続が必要な場合などがあります。この場合は、上記の推奨

事項のいずれかを使用して、接続が中断されないようにします。

（注）

• Cisco VICに接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

Cisco HyperFlexシステム設置ガイド（Cisco Intersight向け）
62

ファブリックインターコネクトクラスタなしでの HyperFlexデータセンターの展開

10/25/40/100ギガビットイーサネットスイッチ構成の注意事項



•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

10/25/40/100ギガビットイーサネットのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で送信されるパケット数を減らし、効率を向上さ

せるために使用されます。以下では、10/25/40/100 GEトポロジでジャンボフレームを使用す
る際のガイドラインについて説明します。

•ジャンボフレームを有効にするオプションは、最初のインストール中にのみ提示され、後
で変更することはできません。

•ジャンボフレームは不要です。ジャンボフレームをオプトアウトする場合は、すべての
ネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに設定したままにします。

•最適なパフォーマンスのために、ジャンボフレームをオプションで有効にできます。フル
パスMTUが 9000バイト以上であることを確認します。ジャンボフレームを有効にする
場合は、次の点に注意してください。

•デュアルスイッチセットアップを実行する場合、すべてのスイッチインターコネク
トおよびスイッチアップリンクでジャンボフレームが有効であることが不可欠です。

フルパスMTUを確認しないと、リンクまたはスイッチの失敗後、トラフィックのパ
スが許可されない場合にクラスタがオフになる可能性があります。

• HyperFlexインストーラは、ノードのいずれかでスタンバイリンクを使用するため、
フェールオーバーを強制する初期展開で、ワンタイムテストを実行します。スイッチ

のケーブル接続が適切に行われている場合、エンドツーエンドパスMTUをテストし
ます。障害が検出された場合、この警告をバイパスしないでください。問題を修正

し、インストーラを再試行して、検証チェックに合格するようにしてください。

•これらの理由と削除が複雑なため、デュアルスイッチセットアップを使用する場合
はジャンボフレームを無効にすることをお勧めします。

•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。ボックスをチェックすると、ジャンボ
フレームが有効になります。ボックスをチェックしないと、ジャンボフレームは無効のま

まになります。
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10GBASE-T銅線サポート

HX Edgeは、10G銅線（RJ45）ポートを備えたスイッチで使用する Cisco銅線 10Gトランシー
バ（SFP-10G-T-X）の使用をサポートしています。この章に記載されているすべての 10GEト
ポロジで、サポートされている Twinax、光ファイバ、または 10G銅線トランシーバを使用で
きます。サポートされている光ファイバとケーブルの詳細については、「Cisco UCS Virtual
Interface Card 1400/14000 Series Data Sheet」を参照してください。

HyperFlex Edgeで SFP-10G-TXトランシーバを使用する場合は、次の制限が適用されます。

• Cisco IMCファームウェアバージョン 4.1(3d)および HyperFlex Data Platformバージョン
4.5(2b)以上。

• VICごとに最大 2つの SFP-10G-TXを使用できます。追加の 2つのポートは使用しないで
ください。

•サーバは、Cisco Cardまたは共有 LOM拡張 NICモードを使用しないでください。専用ま
たは共有 LOM NICモードのみを使用してください。

10または 25GE NICベースのトポロジと IMC接続
10または25ギガビットイーサネット（GE）スイッチNICベーストポロジは、スイッチ（デュ
アルまたはスタック構成のスイッチを使用している場合）、リンクおよびポートの障害から保

護する、フル冗長型のデザインを提供します。10/25 GEスイッチは、1つまたは 2つのスタン
ドアロンスイッチを利用するか、スイッチスタックの構成で利用することができます。

10または 25ギガビットイーサネット（GE）ネットワークインターフェイスカード（NIC）
ベースのトポロジ（2つのスタンドアロンスイッチまたはスイッチスタックにすることができ
ます）は、VICベースのトポロジの代わりのオプションです。NICまたは VICベーストポロ
ジは、スイッチ（デュアルまたはスタック構成のスイッチを使用している場合）、リンクおよ

びポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。10/25GEスイッチは、 2
つのスタンドアロンスイッチを利用するか、スイッチスタックの構成で利用することができま

す。NICベースのトポロジの展開を検討する前に、次の要件とサポートされるハードウェアを
検討してください。

展開を開始する前に、次の要件とハードウェアを考察する必要があります。

• NICベース展開は HXDPリリース 5.0(2a)以降でサポートされています

• VMware ESXi 7.0 U3以降

• NICベースクラスタは、Intersight展開のみに対してサポートされ、Intersight Essentialsラ
イセンスを必要とします

• NICベース HX展開は、HX 220/225/240/245 M6ノードにのみサポートされます。

•エッジおよび DC-no-FIクラスタのみのサポート • 10/25GEデュアルトップオブラック
（ToR）スイッチ。
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• Cisco HXハードウェアにインストールされた 1台の Intel 710/810クアッドポート NICま
たは 2台の Intel 710/810シリーズデュアルポートNIC。サポートされているNICオプショ
ンは次のとおりです。

• Intel X710-DA2デュアルポート 10Gb SFP+ NIC（HX-PCIE-ID10GF）

• Intel X710クワッドポート 10G SFP+ NIC（HX-PCIE-IQ10GF）

• Cisco-Intel E810XXVDA2 2x25/10 GbE SFP28 PCIe NIC（HX-P-I8D25GF）

• Cisco-Intel E810XXVDA4L 4x25/10 GbE SFP28 PCIe NIC（HX-P-I8Q25GF）

Cisco HyperFlexデータセンターの 3ノードから 12ノードのDC-no-FIクラスタは、Cisco Intersight
を介して展開されます。Cisco Intersightは、高度なマルチクラスタモニタリングおよび管理機
能を提供し、トポロジは10/25GEインストールと、究極のネットワークの柔軟性と冗長性のた
めのデュアル ToRスイッチオプションをサポートします。

同じクラスタ内での VICベースのトポロジと NICベースのトポロジの混在はサポートされて
いません。

（注）

シスコは最高のパフォーマンスと将来のノード拡張機能のため、10/25GEトポロジを強く推奨
します。

10/25ギガビットイーサネット（GE）スイッチトポロジは、スイッチ（デュアルまたはスタッ
クスイッチを使用している場合）、リンクおよびポートの障害からネットワークを保護する冗

長化構成になります。10/25 GEスイッチは、 2つのスタンドアロンスイッチを利用するか、ス
イッチスタックの構成で利用することができます。

NICベースの HyperFlex DC-no-FIクラスタは、10/25GEアップリンク接続のみをサポートしま
す。

（注）

3ノードおよび 12ノード 10/25ギガビットイーサネット（GE）トポロジに、次の Cisco IMC
接続オプションのいずれかを選択します。

•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場
合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場合、
内蔵 QpSにより Cisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証されます。
Hyperflex DC-no-FI環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使用が推奨さ
れます。
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上記の Cisco IMC接続の選択にかかわらず、同様の Cisco UCS Cシリーズサーバーについて
は、『サーバー設置およびサービスガイド』の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アド
レスを割り当てる必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートしていません。

10/25 GEトポロジの NICベースの物理ネットワークおよびケーブル配線

VLAN機能を備えた 2つのマネージドスイッチが必要です。Ciscoは、CatalystおよびNexusス
イッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。これらのス

イッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシームレスな

継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロンまたはスタック構成

の 2つのスイッチと、1つの Intel 710/810シリーズクアッドポート NICまたは 2つの Intel
710/810シリーズデュアルポートNICの 2つの 10/25/40/100 GEポートのいずれかが必要です。
トランクポートは、特定のサポートされているネットワークポート設定です。

物理的なケーブル配線を続行するには、デュアルスイッチ構成を選択します。

10および 25GEトポロジ両方の要件

次の要件は両方の 10/25GEトポロジに共通であり、展開を開始する前に満たす必要がありま
す。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• 1つの IntelクアッドポートNICまたは 2つの IntelデュアルポートNICを次のように PCIE
スロットに取り付けます。

• HX 220/225ノード：クアッドポート NICには PCIEスロット 1を使用するか、デュ
アルポートには PCIEスロット 1と 2を使用します。

• NIC HX 240/245ノード：クアッドポート NICには PCIEスロット 4を使用するか、
デュアルポート NICには PCIEスロット 4および 6を使用します。

アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えた 2台のマネージドスイッチ（スタンドアロンまたはスタック構成）

• HyperFlexノードごとに 10/25GEポートおよび 1 x 1GEポート。

• 10/25GEポートはすべてトランクで、適用可能なすべてのVLANを許可する必要がありま
す。専用の CIMCポートに接続すると、すべての 1GEポートがトランキングまたはアク
セスモードになることがあります。

•ジャンボフレームを構成する必要はありませんが、推奨されます。

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastトランクを設定する必要があります。
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•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

10/25ギガビットイーサネットデュアルスイッチの物理的なケーブル配線

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

同じNICポート番号を使用しない場合、サーバー間のトラフィッ
クに対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に
帯域幅が消費されます。

（注）

•各ノードの最初の NICポート（左から）を最初の ToRスイッチ（switchA）に接続しま
す。

•各ノードの 2番目の NICポート（左から）を 2番目の ToRスイッチ（switchB）に接続し
ます。

•各ノードの 3番目の NICポート（左から）を最初の ToRスイッチ（switchA）に接続しま
す。

•各ノードの 4番目の NICポート（左から）を 2番目の ToRスイッチ（switchB）に接続し
ます。

同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用

します。接続の詳細については、以下のトポロジー図を参照して

ください。

（注）

•クラスタのインストール前に LOMポートまたは追加のポートを接続しないでください。
クラスタ展開後、ゲスト VMトラフィックに追加のポートを任意に使用できます。

ケーブル配線については、上記の注意事項に従ってください。上

記の推奨事項から逸脱すると、クラスタの展開が失敗する可能性

があります。

（注）

1 xクアッドポート NICのネットワークケーブル配線図
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2 xデュアルポート NICのネットワークケーブル接続図

3および 4ノード 10/25ギガビットイーサネットトポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

vSwitchが 4つ必要です。
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• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク、vMotionインターフェイス（vmk2）およびゲスト VMポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

ネットワークトポロジ:

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

10/25 GE NICベースの注意事項

•最低でも 3つの VLANが必要です。
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•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。

•このVLANは、各ノードの左からポート 1およびポート 2に接続されているすべての
スイッチポートでトランク VLANとして構成する必要があります。

• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。この VLANは、各ノードの左からポート 3およびポート 4
に接続されているすべてのスイッチポートでトランク VLANとして構成する必要があり
ます。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。NICベースの HXクラスタでは、vSwitch
vswitch-hx-inband-mgmtが vMotionおよびゲスト VMネットワーキングに使用されます。
そのため、vMotionおよびゲストVMネットワークに使用されるVLANは、各ノードの左
からポート 1およびポート 2に接続されたすべてのスイッチポートでトランキングする必
要があります。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

• NICベースのクラスタ内の NICに接続されたスイッチポートは、専用の 10/25GE速度で
動作する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク（トランクポート）は、すべてのネットワークポー
トで有効にする必要があります。
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PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

その他の考慮事項

•必要に応じて、HX Edgeノードに追加の NICカードをさらにインストールできます。

• HX 220/225ノードのスロット 1と 2、または HX 240/245ノードのスロット 4と 6以外の
スロットにある他のすべての VICまたは NICカードは、インストールが完了するまで
シャットダウンするか、ケーブルを外したままにする必要があります。

インストール

Cisco Intersightにログイン

Cisco IDを使用したログイン

Cisco Intersightにログインするには、Cisco Intersightアカウントを作成するには有効なCisco ID
が必要です。シスコ IDをお持ちでない場合はこちらから作成してください。

デバイスコネクタで必須となるログインクレデンシャルのフォーマットはなく、入力したク

レデンシャルがそのまま構成済みHTTPプロキシサーバに渡されます。ユーザー名をドメイン
名で限定する必要があるかどうかは、HTTPプロキシサーバの構成によって異なります。

重要

シングルサインオンを使用したログイン

シングルサインオン（SSO）認証では複数のアプリケーションへのログインに1つのクレデン
シャルセットを使用できます。SSO認証では、Cisco IDの代わりに企業のクレデンシャルを使
用して Intersightにログインできます。IntersightはSAML 2.0を介してSSOをサポートし、サー
ビスプロバイダー（SP）として機能して、SSO認証のために IDプロバイダー（IdP）と統合
できます。Cisco IDと SSOを使用して Intersightにサインインするようにアカウントを構成で
きます。Intersightでの SSOの詳細については、こちらを参照してください。

ターゲットの要求

次の手順により、Cisco Intersightによって管理される 1つ以上のターゲットを登録します。
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始める前に

この手順は、シスコアカウントを持つ既存のユーザを対象としています。使用可能ではない場

合は、Cisco Intersightにログイン（20ページ）を参照してください。

ステップ 1 Cisco Intersightの左側のナビゲーションウィンドウで、[管理（ADMIN）] > [ターゲット（Targets)]を選択
します。

ステップ 2 [ターゲット（Targets）]詳細ページで、[新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]ウィザードで、[すべて（All）] > [Cisco UCSサーバー
（スタンドアロン）（Cisco UCS Server（Standalone））]を選択し、次のフィールドに入力します。

[デバイス ID（Device ID）]と [登録コード（Claim Code）]の情報は、Cisco IMCで[管理
（Admin）] > [デバイスコネクタ（Device Connector）]に移動して検索できます。

（注）

基本的な情報UI要素

該当するデバイス IDを入力します。Cisco UCS Cシ
リーズスタンドアロンサーバの場合は、シリアル

番号を使用します。

例：NGTR12345

デバイス ID

ターゲット要求コードを入力します。このコード

は、該当するターゲットタイプのデバイスコネク

タで確認できます。

登録コードを収集する前に、デバイス

コネクタからCisco Intersightへのアウト
バウンドネットワークアクセスが可能

であること、デバイスコネクタの状態

が [未登録（Not Claimed）]であること
を確認してください。

（注）

登録コード

ステップ 4 [要求（Claim）]をクリックします。

新しく登録したターゲットを表示するには、[ターゲット（Targets）]ページを更新してくださ
い。

（注）

HyperFlex DC-no-FIクラスタのファームウェアバージョンの確認
現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンを表示して、
それらのバージョンが、共通のネットワーク要件の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの
互換性マトリックスに記載されているバージョンと一致していることを確認します。詳細につ
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いては、3ノードおよび 12ノードの DC-No-FIクラスタのファブリックインターコネクトな
しのデータセンターのインストール前チェックリスト（57ページ）を参照してください。

ステップ 1 お使いのブラウザで https://<CIMC IP>にアクセスして、CIMC Web UIにログインします。また、サーバ
テーブルビューの Cisco Intersightから CIMCを相互起動することもできます。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ページで [概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 4 [Cisco Integrated Management Controller（CIMC）情報（Cisco Integrated Management Controller (CIMC)
Information）]セクション（[サーバの概要（Server Summary）]ページ）で、[BIOSバージョン（BIOS
Version）]と [CIMCファームウェアバージョン（CIMC Firmware Version）]を検索してメモします。

ステップ 5 CIMCで [インベントリ（Inventory）] > [ストレージ（Storage）]に移動します。[Cisco 12Gモジューラ
SASHBA（MRAID）（Cisco12GModularSASHBA（MRAID））]をダブルクリックし、[詳細（Details）] >
[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]に移動します。

ステップ 6 現在のBIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンと、共通ネットワーク要件
の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョンを比較しま
す。詳細については、3ノードおよび 12ノードのDC-No-FIクラスタのファブリックインターコネクトな
しのデータセンターのインストール前チェックリスト（57ページ）を参照してください。

ステップ 7 最小バージョンを満たしていない場合、互換性マトリックスのHost Update Utility（HUU）ダウンロードリ
ンクを基に、システムで実行中のファームウェアのバージョン（Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）、
PCIアダプタ、RAIDコントローラ、ドライブ（HDD/SSD）ファームウェアを含む）をアップグレードし
ます。Cisco HUUユーザガイド [英語]の最新および以前のリリースは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.htmlで見つけることができます。

ファブリックインターコネクトクラスタなしの HyperFlexデータセン
ターの構成

Intersightで HyperFlexデータセンターファブリックインターコネクトなし（DC-No-FI）のク
ラスタを構成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Intersightに HyperFlexクラスタ管理者またはアカウント管理者の権限でログインします。

ステップ 2 [設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）]に移動します。

ステップ 3 [Profiles (プロファイル)]ページで [HyperFlex Cluster Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]タブが
選択されていることを確認し、[Create HyperFlex Cluster Profile (HyperFlexクラスタプロファイルの作
成)]をクリックして HXクラスタプロファイルのインストールウィザードを起動します。

ステップ 4 展開タイプとして [データセンター（Data Center）]を選択し、[ファブリックインターコネクトを使用
（Use Fabric Interconnect）]ボックスのチェックを外します。[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 5 [General (全般)]タブで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

HyperFlexクラスタプロファイルは、デフォルトの
組織または特定の組織に属することができます。次

のどちらかを選択します。

•デフォルト :クラスタプロファイルをデフォル
トの組織に属させます。デフォルトの組織に属

するすべてのポリシーが、HyperFlexクラスタ
プロファイルの作成ウィザードに一覧表示され

ます。

•特定の組織— HyperFlexクラスタプロファイル
を指定された組織にのみ属させます。選択され

た組織に属するポリシーのみが、HyperFlexク
ラスタプロファイルの作成ウィザードに一覧

表示されます。

たとえば、HyperFlexノードが 2つの組織で共
有され、ある組織のクラスタプロファイルに

関連付けられている場合、同じノードを別の組

織のクラスタプロファイルに関連付けること

はできません。クラスタプロファイルは、指

定された組織に属するユーザーのみが使用でき

ます。

[Organization]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタ名を入力します。

クラスタ名は、vCenterクラスタ名、HyperFlexスト
レージコントローラ名、HyperFlexストレージクラ
スタ名として使用されます。

組織に属する HyperFlexクラスタプロ
ファイルの名前は固有でなければなり

ません。別の組織で同じ名前の

HyperFlexクラスタプロファイルを作
成できます。

（注）

[Name]フィールド
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説明フィールド

インストールする Cisco HyperFlex Data Platformの
バージョンを選択します。次のいずれかになりま

す。

• 5.0(2b)、5.0(2a)

• 5.0 (1c)

• 4.5(2e)、4.5(2d)、4.5(2c)

選択したバージョンは、設定ウィザー

ドで後から選択できる HyperFlexポリ
シーのタイプに影響します。

（注）

[HyperFlex Data Platform Version (HyperFlex Data
Platformバージョン)]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタプロファイルの説明を追加しま
す。

(Optional) [説明 (Description)]フィールド

タグキーを入力します。（オプション）[タグの設定（Set Tag）]フィール
ド

[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Nodes Assignment (ノード割り当て)]ページで、今すぐノードを割り当てるか、必要に応じて後でノード
を割り当てることを選択できます。ノードを割り当てるには、[ノードの割り当て（Assignnodes）]チェッ
クボックスをクリックして、割り当てるノードを選択します。

[ノードタイプ]列で、サーバーパーソナリティに基づいたノードロールを表示できます。HyperFlexコ

ンピュートサーバーまたはパーソナリティを持たないノードを選択する場合は、クラスタ展開を成功さ

せるために必要なハードウェアがサーバーで使用可能であることを確認する必要があります。Cisco
Intersightでサポートされる製品識別規格（PID）については、「Cisco HyperFlex HXシリーズ仕様シー
ト」を参照してください。

Cisco HyperFlex DC-No-FIクラスタでは、最小 3、最大 12のノードのみ使用できます。

8ノードを超えるクラスタの場合、クラスタ展開の一部として、ロジカルアベイラビリティ
ゾーン（LAZ）を有効にすることをお勧めします。

重要

[Next]をクリックします。

ステップ 7 [Cluster Configuration (クラスタ設定)]ページで、次のフィールドに入力します。

さまざまなクラスタの設定タスクについて、設定の詳細を入力するか、必要な設定データを

ポリシーからインポートできます。事前設定されているポリシーを使用するには、設定タス

クの横にある [ポリシーの選択 (Select Policy)]をクリックして、一覧から適切なポリシーを選
択します。

（注）
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説明フィールド

セキュリティ

Hypervisor管理者ユーザー名を入力します。

ESXiの導入には rootアカウントを使用
します。

（注）

[Hypervisor Admin (Hypervisor管理)]フィールド

Hypervisorパスワードを入力します。次のいずれか
になります。

Cisco123のデフォルトのESXiパスワー
ドは、インストール時にその一部とし

て変更する必要があります。ESXiの新
規インストールの場合、[このノードの
ハイパーバイザーは工場出荷時のデフォ

ルトパスワードを使用する（The
Hypervisor on this node uses the factory
default password is checked）]チェック
ボックスがオンになっていることを確

認します。インストール中にすべての

ノードに設定される新しいESXiの root
パスワードを指定します。

ESXiのインストールでデフォルト以外
の rootパスワードが設定されている場
合は、[このノードのハイパーバイザは
工場出荷時のデフォルトパスワードを

使用する（Hypervisor on this node uses
the factory default password）]チェッ
クボックスがオフになっていることを

確認します。構成した ESXiの rootパ
スワードを入力します。このパスワー

ドは、インストール中に変更されませ

ん。

メモ

[Hypervisor Password (ハイパーバイザパスワード)]
フィールド

Hypervisorパスワードを再入力します。[Hypervisor Password Confirmation (Hypervisorパ
スワードの確認)]フィールド

ユーザが指定したHyperFlexストレージコントロー
ラ VMのパスワードを入力します。

このパスワードは管理者アカウントで

使用するため、控えておいてください。

重要

[Controller VM Admin Password (コントローラVM
管理者パスワード)]フィールド
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説明フィールド

コントローラ VM管理者パスワードを再入力しま
す。

[Controller VM Admin Password Confirmation (コン
トローラ VM管理者パスワードの確認)]フィール
ド

DNS、NTP、タイムゾーン

現地のタイムゾーンを選択します。[Timezone]フィールド

DNSのサフィックスを入力します。これは、HX
Data Platform 3.0以降にのみ適用されます。

[DNSサフィックス（DNS Suffix）]フィールド

1つ以上の DNSサーバーを入力します。Intersight
には、パブリックドメインを解決できる DNSサー
バーが必要です。

[DNSサーバ（DNS Servers）]フィールド

1つ以上の NTPサーバを入力します（IPアドレス
または FQDN）。ローカル NTPサーバの使用を強
くお勧めします。

[NTPサーバ（NTP Servers）]フィールド

vCenter（オプションのポリシー）

vCenterサーバFQDNまたは IPアドレスを入力しま
す。

[vCenter Server FQDN or IP (vCenter Serverの
FQDNまたは IP)]フィールド

vCenterのユーザ名を入力します。例：
administrator@vsphere.local

[vCenter Username (vCenterユーザー名)]フィール
ド

vCenterパスワードを入力します。[vCenter Password (vCenterパスワード)]フィール
ド

vCenterデータセンター名を入力します。[vCenter Datacenter Name]フィールド

[ストレージ設定（Storage Configuration）]（オプションのポリシー）

VDIの最適化を有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします（ハイブリッドHyperFlexシス
テムのみ）。

[VDI Optimization (VDI最適化)]チェックボックス

自動サポート（オプションのポリシ－）

このチェックボックスをチェックして、自動サポー

トを有効にします。

[自動サポート（Auto Support）]チェックボックス

サポートチケットの受信者の電子メールアドレス

を入力します。

[Send Service Ticket Notifications To (サービスチ
ケット通知を送信)]フィールド

ノードIP範囲
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説明フィールド

このセクションでは管理 IPプールを設定します。[管理ネットワーク（ManagementNetwork）]
フィールドに入力して、展開に使用する IPの範囲を定義する必要があります。[ノード
（Node）]設定画面で、定義した IPが選択したノードに自動的に割り当てられます。コン
トローラVM管理ネットワークにセカンダリ範囲の IPを割り当てる場合は、必要に応じて
以下の追加フィールドに入力します。両方の IP範囲は同じサブネットに属している必要が
あります。

（注）

管理 IPプールの開始 IPアドレスです。[Management Network Starting IP (管理ネットワー
ク開始 IP)]フィールド

管理 IPプールの終了 IPアドレスです。[Management Network Ending IP (管理ネットワー
ク終了 IP)]フィールド

管理 VLANのサブネットマスクです。[Management Network Subnet Mask (管理ネットワー
クサブネットマスク)]フィールド

管理 VLANのデフォルトゲートウェイです。[管理ネットワークゲートウェイ（Management
Network Gateway）]フィールド

コントローラ VM管理ネットワークの開始 IPアド
レスです。

[コントローラ VM管理ネットワークの開始 IP
（Controller VM Management Network Starting IP）]
フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークの終了 IPアド
レスです。

[コントローラ VM管理ネットワークの終了 IP
（Controller VM Management Network Ending IP）]
フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスクです。

[コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスク（Controller VM Management Network Subnet
Mask）]フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークのデフォルト
ゲートウェイです。

[コントローラ VM管理ネットワークのゲートウェ
イ（Controller VM Management Network Gateway）]
フィールド（オプション）

クラスタネットワーク
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説明フィールド

アップリンク速度は10G+です。サポートされてい
るネットワークトポロジの詳細については、ファ

ブリックインターコネクトなしのデータセンター

のインストール前チェックリスト（57ページ）を
参照してください。

10G+モードを使用するには、通常、選
択したケーブルのタイプと長さに応じ

て、前方誤り訂正（FEC）を使用する
必要があります。デフォルトでは、VIC
1400シリーズは CL91 FECモードで設
定されます (Cisco IMC UIで使用可能な
場合、FECモード「auto」はCL91と同
じです)。自動FECネゴシエーションは
サポートされません。特定のスイッチ

でリンクステートをアップにするに

は、この FECモードに合わせて手動で
設定する必要があります。リンクをアッ

プにするには、スイッチと VICポート
の両方で FECモードが一致している必
要があります。使用中のスイッチが

CL91をサポートしていない場合、ス
イッチで使用可能な FECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用す
るように設定できます。これには、[VIC
設定 (VIC configuration)]タブの [CIMC
UI]で、手動で FECモードを変更する
必要があります。展開は、スイッチと

VICポートからリンクステートがアッ
プになったと報告されるまで、開始し

ないでください。CL74はFC-FEC (ファ
イアコード)とも呼ばれ、CL91は
RS-FEC (リードソロモン)とも呼ばれ
ています。Cisco IMC GUIを使用して
VICで設定されている FECモードを変
更する方法については、CISCO UCS C
シリーズ Integrated Management
Controller GUI構成ガイドを参照してく
ださい。

注目

[アップリンクの速度（Uplink Speed）]フィールド
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説明フィールド

管理ネットワークのVLANIDを入力します。VLAN
は Intersightにアクセスできる必要があります。

IDが0の場合、トラフィックはタグなしです。VLAN
IDには 0以上 4095以下の任意の数字を指定できま
す。

[Management Network VLAN ID (管理ネットワーク
VLAN ID)]フィールド

ジャンボフレームを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

HyperFlex DC-NO-FIの導入の場合、ジャンボフレー
ムはオプションであり、無効のままにできます。

[Jumbo Frames (ジャンボフレーム)]チェックボッ
クス

[プロキシ設定（Proxy Settings）]（オプションのポリシー）

HTTPプロキシサーバ FQDNまたは IPアドレスを
入力します。

[Hostname]フィールド

プロキシポートポート番号を入力します。[Port]フィールド

プロキシユーザー名を入力します。[Username]フィールド

HTTPプロキシパスワードを入力します。[Password]フィールド

HyperFlexストレージネットワーク

ストレージVLANトラフィックのVLAN IDを入力
します。VLANは、HyperFlexクラスタごとに固有
である必要があります。

ストレージVLANは、HyperFlexクラス
タごとに一意である必要があります。

このVLANはルーティング可能である
必要はなく、レイヤ2にのみ残すことが
できます。リンクローカル範囲

169.254.0.0/16からの IPアドレスは、ス
トレージインターフェイスに自動的に

割り当てられます。

（注）

[Storage Network VLAN ID (ストレージネットワー
ク VLAN ID)]フィールド

[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Nodes Configuration (ノードの設定)]ページで、自動的に割り当てられた IPとホスト名の設定を確認で
きます。Intersightは、IPアドレスの自動割り当てを試みます。次のフィールドに入力します。

説明フィールド

このクラスタ管理 IPは管理 IPと同じサブネットに
属している必要があります。

[クラスタ管理IPアドレス（Cluster Management IP
Address）]フィールド
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説明フィールド

MACプレフィックスアドレスは、NICベースの
HyperFlex Edgeクラスタに自動的に割り当てられま
す。10G+ HyperFlex Edgeクラスタの場合、
00:25:B5:00～ 00:25:B5:EFの範囲のMACプレ
フィックスアドレスで、MACプレフィックスアド
レスを上書きできます。

HyperFlexクラスタの展開を成功させる
には、MACプレフィックスがすべての
クラスタで一意であることを確認して

ください。Intersightは、重複するMAC
プレフィックスの検証を行い、重複す

るMACプレフィックスが見つかった
場合は適切な警告を表示します。

注目

[MACプレフィックスアドレス（MAC Prefix
Address）]フィールド

書き込まれる各データブロックのコピーの数。オ

プションは、ストレージクラスタ全体で 2または
3個のデータの冗長レプリカです。

レプリケーション係数 3が推奨されて
いるオプションです。

重要

[Replication Factor (レプリケーション係数)]ラジオ
ボタン

指定したホスト名プレフィックスがすべてのノード

に適用されます。

[ホスト名プレフィックス（Hostname Prefix）]
フィールド

ステップ 9 [Summary (概要)]ページで、クラスタ設定とノード設定の詳細情報を確認できます。レビューを行い、
入力した情報がすべて正しいことを確認します。[Errors/Warnings (エラー/警告)]タブの下でトリガーさ
れているエラーがないことを確認します。

ステップ 10 [Validate and Deploy (検証と展開)]をクリックして、展開を開始します。必要に応じて、[Validate (検証)]
をクリックし、[Save&Close (保存して閉じる)]をクリックして、後で展開をt完了することができます。
[結果 (Results)]ページには、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示されます。HyperFlexクラスタプロ
ファイル展開の進行状況は、[リクエスト (Requests)]ページで確認することもできます。

次のタスク

クラスタ展開のモニタリング

次の方法でクラスタ展開の進捗状況を確認します。

• [Results (結果)]ページを開いたままにして、クラスタ展開の進捗状況をリアルタイムで確
認できます。

•現在のビューを閉じ、インストールをバックグラウンドで続行することもできます。結果
画面に戻るには、[設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）] > [HyperFlex Cluster
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Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]に移動して、クラスタの名前をクリックしま
す。

• [HyperFlex Cluster Profile Table (HyperFlexクラスタプロファイテーブル)]ビューのステー
タス列で、展開の現在の状態を確認できます。

•展開されると、クラスタの展開タイプは DC-No-FIとして表示されます。

インストール後

インストール後のタスク

ステップ 1 HyperFlexクラスタが Intersightで登録されていることを確認します。

ステップ 2 クラスタが vCenterに登録されていることを確認します。

ステップ 3 Hyperflexクラスタに移動して、クラスタを選択し、[...]をクリックしてHyperFlex Connectを起動します。

ステップ 4 クラスタの管理 IPアドレスに SSH接続し、adminユーザー名とインストール時に提供されたコントロー
ラ VMパスワードを使用してログインします。クラスタがオンラインであり、かつ正常な状態であること
を確認します。

ステップ 5 シェルで次のコマンドを貼り付け、Enterを押します。
hx_post_install

ステップ 6 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。post_installスクリプトによって以下の操作
が実行されます。

• vCenterホストのライセンス付与。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterの SSH/シェル警告の抑制。

•ベストプラクティスに沿った vMotionの設定。

•ゲスト VLAN/ポートグループの追加。

• HyperFlex Edge構成のチェックの実行。
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第 5 章

HyperFlexクラスタプロファイルの操作

• HyperFlexクラスタのプロファイルの複製（83ページ）
• HyperFlexクラスタプロファイルの割り当て解除（83ページ）

HyperFlexクラスタのプロファイルの複製
正常に展開されたHyperFlexクラスタプロファイルを複製し、それをベースに新しいクラスタ
を作成できます。HyperFlexクラスタプロファイルを複製するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）] > [HyperFlexクラスタプロファイル（HyperFlex
Cluster Profiles）]に移動します。省略記号アイコン (...)をクリックして [Clone (複製)]を選択します。

ステップ 2 [HyperFlexクラスタプロファイルの複製 (Clone HyperFlex Cluster Profile)]ダイアログボックスで複製し
たクラスタの名前を入力し、[組織 (Organization)]を選択し、複製する数を選択します。[Clone]をクリッ
クします。

1つのプロファイルの複製を複数作成すると、連続したインデックスが自動的に付与されます。（注）

ステップ 3 [HyperFlexクラスタプロファイル (HX Cluster Profiles)]ページには複製されたクラスタのコピーが含まれ
ています。複製されたクラスタを展開する前に、構成を確認して、ポリシーに必要な変更を加えることが

できます。

HyperFlexクラスタプロファイルの割り当て解除
割り当てを解除すると、割り当て済みのすべてのサーバがクラスタプロファイルから削除され

ます。このアクションは Intersightに固有のもので、初期設定にリセットされたり、実行中の
クラスタの操作に影響を及ぼしたりすることはありません。このクラスタをIntersightから完全
にクリーンアップするには、HyperFlexクラスタおよび関連付けられているサーバを要求解除
してください。
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ステップ 1 [設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）] > [HyperFlexクラスタプロファイル（HyperFlex
Cluster Profiles）]ページに移動し、割り当てを解除するクラスタを特定します。

ステップ 2 省略記号アイコン (...)をクリックして [割り当て解除 (Unassign)]を選択します。

ステップ 3 割り当て解除操作を確認して実行します。
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第 6 章

付録

•トラブルシューティング（85ページ）
•ネットワーク設定例（86ページ）

トラブルシューティング

解決方法考えられる原因症状

以下のコマンドを使用して、

CIMCからの接続を確認しま
す。

$ scope CIMC
$ scope network
$ ping cisco.com
$ # Ensure that you receive
a response
$ ping svc.ucs-connect.com
$ # Ensure that an IP address
is displayed.
$

IPアドレスが表示されていな
い場合、DNSは解決されてい
ません。この IPアドレスは
pingに応答しないため、DNS
の名前解決のテストにのみ使

用する必要があります。

Cisco.com pingテストを使用し
て、アウトバウンド接続を確

認します。

時刻がNTPを介して同期され
ていることを確認します。

アウトバウンドネットワーク

アクセスがない、NTPまたは
DNSの設定が正しくない。

HyperFlexデバイスコネクタが
Intersightに接続できない。デ
バイスコネクタ UIの [詳細と
推奨措置（Details and
Recommendations）]の下に、
エラーの種類と必要な修正措

置が表示されます。
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解決方法考えられる原因症状

いずれかのコントローラ VM
に SSH接続し、Cisco.comに
pingしてネットワークアクセ
スを確認します。

ネットワークアクセスが正し

くないか、DNSの設定が正し
くない可能性があります。

intersight.comの SSL証明書の
検証に失敗しました。

ネットワーク設定例

1GEシングルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
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spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

1GEデュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

この設定では、ネイティブ vlan 105を使用しているインバンド管理とともに DHCPを使用し
ます。このスイッチは両方の 1GE LOMに接続して、dhcp relayを使用します。

ip dhcp relay
…
interface Vlan105
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ip address 10.1.2.1/24
ip dhcp relay address 10.1.1.2
no shutdown

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-DHCP-CIMC

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。dhcp relayコマンドと interface Vlan 105コマンド

は削除します。
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トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

この構成では、vlan 105に静的に割り当てられている CIMC IPを使用します。すべてのトラ
ンクインターフェイスですべてのvlansが許可されます。セキュリティ上の理由から、すべて

のポート設定に switchport trunk allowed vlanステートメントを追加し、VLANを HyperFlex
の展開に必要なものに限定することを推奨します。

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。

10GEデュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 9000

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
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name HX-vMOTION
vlan 104

name HX-GUESTVM
vlan 105

name HX-DHCP-CIMC
...
interface Ethernet1/35
description M5-Edge-Node1-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/36
description M5-Edge-Node1-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/37
description M5-Edge-Node2-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/38
description M5-Edge-Node2-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/39
description M5-Edge-Node3-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/40
description M5-Edge-Node3-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

トランクポートを使用している Catalyst 9300

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description M5-Edge-16W9-LOM1
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switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description M5-Edge-16W9-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description M5-Edge-16UQ-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description M5-Edge-16UQ-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description M5-Edge-05G9-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description M5-Edge-05G9-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


